
敦
蛙
文
献
に
加
点
さ
れ
た
角
筆
の
符
号
と
注
記

及
び
本
邦
の
古
訓
点
と
の
関
係

＼
－

－
」／

林

　

芳

　

規

二
　
敦
堤
の
角
筆
文
献
の
調
査
経
過

五
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
書
か
れ
た
、
敦
蛙
文
献
の
中
に
、
朱
書

や
墨
書
の
加
点
だ
け
で
な
く
、
紙
の
面
を
押
し
凹
ま
せ
て
文
字
や
符
号
を

書
き
入
れ
た
文
献
の
存
す
る
こ
と
を
、
二
年
前
の
本
誌
に
報
告
さ
せ
て
頂

い
た
（
1
）
。
　
そ
の
筆
記
用
具
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
の

凹
み
の
跡
は
、
わ
が
国
の
角
筆
文
献
の
凹
み
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

一
九
九
三
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
約
三
週
間
、
大
英
博
物
館
と
大

英
図
書
館
に
お
い
て
、
角
筆
文
献
の
発
掘
調
査
を
行
っ
て
見
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
第
一
回
の
調
査
に
お
い
て
、
大
英
図
書
館
の
敦
蛙
文
献
か

ら
、
角
筆
の
書
き
入
れ
を
確
認
し
た
の
は
、
十
諦
比
丘
披
羅
提
木
叉
戎
本

（
S
．
」
〓
）
一
巻
の
建
初
二
年
　
（
四
〇
六
）
　
比
丘
徳
祐
書
写
本
を
初
め
と
す

る
七
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
七
点
の
角
筆
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
先
の

報
告
に
概
要
を
掲
げ
る
と
共
に
、
漢
字
と
符
号
と
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、

書
き
入
れ
の
量
も
多
い
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
〓
〇
　
を
中
心
に
述
べ
た
。

第
一
回
の
調
査
で
閲
覧
し
得
た
敦
坦
文
献
は
計
十
六
点
で
あ
り
、
そ
の

中
の
七
点
か
ら
角
筆
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
翌
一

九
九
四
年
の
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
吉
沢
康
和
氏
と
藤
田
恵
子
氏
（
2
）

が
行
っ
た
第
二
回
目
の
調
査
に
お
い
て
、
第
二
回
の
調
査
で
は
角
筆
の
書

き
入
れ
を
特
定
し
得
な
か
っ
た
九
点
の
う
ち
の
二
点
　
（
太
公
家
教
　
S
．
票
田

と
維
摩
径
義
記
巻
第
四
　
S
．
N
ご
〇
　
か
ら
も
、
角
筆
に
よ
る
符
号
（
。
）
　
の

書
き
入
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
第
一
回
と
第
二
回
と
で
調
査
し
た
敦
蛙
文
献

は
槙
か
に
十
六
点
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
の
九
点
と
い
う
過
半
数
の
文
献

に
角
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

ヨ
ー
ロ
　
ッ
パ
に
お
け
る
、
第
三
回
目
の
調
査
は
、
一
九
九
六
年
七
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
、
吉
沢
二
勝
田
両
氏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
今
回
は
、

対
象
を
大
英
図
書
館
の
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
も
拡
げ
た
。
そ

の
結
果
、
大
英
図
書
館
蔵
ス
タ
イ
ン
蒐
黛
敦
蛙
文
献
か
ら
は
、
新
た
に
二

十
七
点
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
ペ
リ
オ
蒐

集
敦
坦
文
献
か
ら
、
初
め
て
七
点
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
た
（
．
）
。

こ
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
前
以
て
調
査
す
べ
き
敦
坦
文
献
の
選
定
を
筆

者
が
行
い
、
出
発
前
の
七
月
初
旬
に
三
人
が
全
合
し
て
方
針
を
決
め
た
。

大
英
図
書
館
に
は
約
一
万
五
千
点
の
敦
但
文
献
が
蔵
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の

半
数
が
ジ
ャ
イ
ル
ズ
目
録
（
．
）
　
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
第

一
回
と
第
二
回
と
に
調
査
し
た
敦
坦
文
献
の
十
六
点
を
除
い
て
、
二
十
点

を
選
び
出
し
、
◎
印
、
○
印
、
無
印
の
三
段
階
に
分
け
て
、
調
査
の
順
序

を
示
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
調
査
し
た
結
果
は
、
十
九
点
か
ら
角
筆
の

書
き
入
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
立
と
い
う
こ
と
に



な
っ
た
。
こ
の
他
に
、
現
場
で
新
た
に
八
点
も
見
出
さ
れ
た
。
調
査
資
料

の
選
定
に
当
っ
て
採
っ
た
基
準
は
、
敦
坦
文
献
の
巻
末
識
語
に
、
年
紀
が

あ
り
特
に
　
「
点
勘
」
　
「
読
詞
」
　
「
随
聴
」
　
「
講
説
」
等
の
字
句
を
含
む
も

の
と
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
の
敦
坦
文
献
は
、
そ
の
目
録
（
。
）
　
の

う
ち
二
千
番
台
の
、
法
成
関
係
と
漢
籍
を
中
心
と
し
、
初
め
て
の
調
査
で

あ
る
こ
と
と
滞
在
期
間
が
一
週
間
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
約
十
点
を
選

ん
だ
。
そ
の
う
ち
の
七
点
か
ら
角
筆
の
書
き
入
れ
が
確
認
さ
れ
た
。
第
三

回
の
調
査
で
は
併
せ
て
三
十
四
点
が
見
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
一
回

か
ら
通
計
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
　
ッ
パ
に
お
け
る
敦
堤
本
の
角
筆
文
献
は
、
四

十
三
点
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

第
三
回
目
の
調
査
に
お
い
て
大
英
図
書
館
蔵
の
敦
坦
文
献
か
ら
二
十
七

点
と
い
う
数
の
角
筆
文
献
が
見
出
さ
れ
た
の
は
、
藤
田
氏
が
、
七
月
三
十

一
日
か
ら
九
月
七
日
に
至
る
長
期
間
の
調
査
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ

の
調
査
ノ
ー
ト
は
三
三
二
貢
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
は
、
角
筆
と
共
に

朱
点
・
塁
点
の
書
き
入
れ
も
採
録
さ
れ
、
角
等
の
書
き
入
れ
は
凡
そ
二
、

〇
六
〇
箇
所
あ
る
。
そ
の
採
録
形
式
は
、
角
筆
と
朱
点
・
墨
点
の
施
さ
れ

た
漢
字
に
つ
い
て
、
角
筆
か
失
点
か
墨
点
か
を
示
し
、
そ
の
施
さ
れ
た
位

置
と
形
を
目
に
映
じ
た
ま
ま
に
摘
記
し
て
い
る
。
摘
記
に
は
、
用
例
の
紙

数
と
各
紙
の
中
で
の
行
数
と
各
行
の
中
で
何
字
目
で
あ
る
か
を
明
示
し
て

い
る
。こ

の
調
査
ノ
ー
ト
と
吉
沢
氏
の
調
査
ノ
ー
ト
に
基
づ
い
て
、
著
者
は
、

『
教
理
賃
蔵
』
　
（
中
華
民
国
七
十
五
年
八
月
等
初
版
本
）
　
の
本
文
に
よ
り
、

当
該
漢
字
を
文
脈
の
中
に
戻
し
た
上
で
、
角
筆
及
び
朱
点
・
塁
点
の
書
き

入
れ
の
機
能
を
検
討
し
た
。
　
『
敦
性
質
蔵
』
　
の
写
真
が
不
鮮
明
な
も
の
は
、

大
正
新
惰
大
蔵
経
に
所
収
の
同
文
を
参
照
し
た
。
こ
れ
に
所
収
さ
れ
て
い

な
い
も
の
は
、
　
『
敦
性
質
蔵
』
　
の
写
真
を
拡
大
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
結

果
、
第
一
回
の
調
査
結
果
を
多
く
の
用
例
に
よ
っ
て
補
充
す
る
と
共
に
、

新
し
い
事
実
も
見
付
か
っ
た
。

右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第
三
回
目
の
調
査
で
は
、
筆
者
は
前
以
て
の
選

定
に
加
わ
り
、
両
氏
の
報
告
論
文
（
7
）
　
の
作
成
に
多
少
の
私
見
を
提
供
し

た
が
、
原
本
の
調
査
に
は
立
会
っ
て
い
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
こ
こ
に
発
表

さ
せ
て
頂
く
の
は
、
第
一
回
の
調
査
に
基
づ
く
先
の
拙
稿
に
掲
げ
た
敦
蛙

文
献
だ
け
で
は
な
く
、
な
お
多
く
の
敦
煙
角
筆
文
献
が
存
す
る
こ
と
、
そ

の
角
筆
の
漢
字
や
符
号
が
多
種
で
あ
り
、
本
邦
の
古
訓
点
と
の
関
係
を
考

え
る
上
に
有
用
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
今
後
の
調
査
の
次
第
に
よ
っ
て
は
、

更
に
多
く
の
角
筆
文
献
が
、
諸
所
に
遺
存
す
る
敦
坦
文
献
か
ら
見
出
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、
大
方
に
告
げ
た
い
と
願
う
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
は
、
そ
の
願
い
を
籠
め
て
敢
え
て
行
う
調
査
報
告
で
あ
る
が
、
調

査
資
料
は
吉
沢
・
藤
田
両
氏
の
労
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
発
表
に
つ
い
て

快
諾
を
賜
っ
た
両
氏
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
、
第
三
回
調
査
で
見
出
さ
れ
た
敦
燈
の
角
筆
文
献

一
九
九
六
年
の
第
三
回
調
査
で
見
出
さ
れ
た
敦
燵
角
筆
文
献
を
、
先
ず

は
一
覧
す
る
。
大
英
図
書
館
と
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
と
の
所
蔵
別
と
し
、

そ
の
中
を
凡
そ
年
代
順
と
す
る
が
、
年
次
の
判
る
も
の
を
先
に
配
列
す
る
。

①
～
⑳
は
整
理
番
号
。
各
文
献
の
末
尾
の
　
（
　
）
　
内
に
記
し
た
数
字
は
、

発
見
年
月
日
、
姓
は
発
見
者
　
（
敬
称
略
）
　
を
示
す
。



大
英
図
書
館
蔵
　
（
三
十
六
点
の
内
、
第
三
回
調
査
で
発
見
の
二
十
七
点
）

①
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
品
第
四
　
（
紙
背
　
「
悌
説
群
意
経
」
、
太
安
元
年

（
四
五
五
）
　
在
庚
寅
正
月
十
九
日
、
伊
吾
南
両
比
丘
申
宗
写
託
）

一
巻
　
趨
清
信
経
　
S
．
N
誓
い

○
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点
・
墨
点
　
（
九
六
・
八
・
二
三
、
藤
田
）

②
雑
阿
毘
重
心
経
巻
第
六
　
一
巻
　
太
代
太
和
三
年
　
（
四
七
九
）

歳
次
己
未
十
月
己
巳
廿
八
日
丙
申
、
洛
州
刺
史
呂
梨
王
鳩
普
国
、

於
洛
州
書
写
成
註
　
S
．
害
の

○
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点
・
墨
点
　
　
（
九
六
・
九
・
四
、
藤
田
）

③
勝
宴
義
記
一
巻
　
一
巻
　
正
始
元
年
　
（
五
〇
四
）
　
二
月
十
四
日

写
註
、
宝
献
共
玄
済
上
人
校
了
　
S
．
N
害
0

0
角
筆
の
句
切
点
、
注
示
符
、
朱
点
・
墨
点

（
九
六
・
九
・
四
、
藤
田
）

④
太
上
業
報
因
縁
経
巻
第
九

〇
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点

一
葉
　
六
世
紀
写
　
S
．
雲
－

（
九
六
・
八
二
三
一
、
藤
田
）

⑤
観
無
量
寿
併
径
一
巻
　
一
巻
　
比
丘
曇
済
所
写
受
持
流
通
供
養
、

六
世
紀
後
期
写
　
S
．
N
誓
〓

○
角
筆
の
句
切
点
、
合
符
、
失
点
・
墨
点

（
九
六
・
九
・
六
、
藤
田
）

⑥
梵
網
経
菩
薩
戒
序
　
一
巻
　
　
（
本
文
の
序
）
　
弘
始
三
年
　
（
四
〇
一
）

於
長
安
城
大
明
寺
涌
出
為
四
部
、
六
〇
〇
年
頃
写
　
S
．
u
N
O
の

○
角
筆
の
句
切
点
、
破
音
字
点
か
、
朱
点

（
九
六
・
八
二
一
〇
、
藤
田
）

⑦
無
量
寿
観
経
　
一
巻
　
大
唐
上
元
二
年
　
（
六
七
五
）
　
四
月
廿
八
日

併
弟
子
清
信
女
張
氏
発
心
敬
造
　
S
．
－
〓
帥

○
角
筆
の
句
切
点
、
抹
消
符
、
朱
点
・
墨
点

（
九
六
・
九
・
六
、
藤
田
）

⑧
菩
薩
戎
本
疏
巻
第
六
　
一
巻
　
天
宝
十
四
載
　
（
七
五
五
）

写
及
聴
、
撤
退
人
沙
門
談
幽
記
　
S
．
N
g
0

0
角
筆
の
句
切
点
、
破
音
字
点
、
朱
点
・
塁
点

（
九
六
・
八
・
一
九
、
藤
田
）

⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
宣
漬
　
一
巻
　
大
暦
九
年
　
（
七
七
四
）

六
月
州
日
於
沙
州
龍
興
寺
講
必
【
空
　
記
之
　
S
．
含
ひ
N

O
角
筆
の
漢
字
、
句
切
点
、
破
音
字
点
、
抹
消
符
、
捕
入
符
、
失

点
　
　
（
九
六
・
八
・
七
、
藤
田
、
九
六
・
八
・
二
三
、
吉
沢
）

⑩
大
乗
径
纂
要
義
　
一
巻
　
壬
寅
年
　
（
元
和
十
三
年
・
八
二
二
）

六
月
大
書
国
、
伝
流
諸
州
流
行
読
涌
、
後
八
月
十
六
日
写
軍
記

S
．
讐
〓
；

○
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点
　
　
（
九
六
・
八
・
二
二
、
藤
田
）



①
四
分
尼
戎
本
　
一
巻
　
先
為
師
僧
父
母
後
為
己
身
時
詞
尼
戒
一
巻
、

龍
興
寺
僧
智
照
写
、
九
世
紀
前
半
期
　
S
．
〓
雲

○
角
筆
の
句
切
点

（
九
六
・
八
・
五
、
藤
田
）

⑫
瑜
伽
師
地
論
巻
第
二
十
八
　
一
巻
　
大
中
十
一
年
　
（
八
五
七
）

五
月
三
日
明
照
虎
【
鰹
こ
　
了
記
　
S
．
ご
ひ

○
角
筆
の
句
切
点
、
注
示
符
、
朱
点
　
（
九
六
・
八
・
三
、
藤
田
）

⑬
瑜
伽
師
地
論
巻
第
三
十
　
一
巻
　
大
中
十
一
年
　
（
八
五
七
）

四
月
廿
一
日
芯
鶉
明
照
写
、
大
中
十
一
年
歳
次
丁
丑
六
月
廿
二
日

国
大
穂
三
蔵
法
師
沙
門
法
成
於
沙
州
開
元
寺
説
畢
記
　
S
．
∽
3
4

○
角
筆
の
句
切
点
、
合
符
、
注
示
符
、
朱
点

（
九
六
・
八
・
一
、
藤
田
、
九
六
・
八
・
二
　
二
　
吉
沢
）

⑪
瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
十
五
、
五
十
六
　
一
巻
　
（
⑫
⑬
と
別
筆
）

大
中
十
三
年
　
（
八
五
九
）
　
歳
次
己
卯
四
月
廿
四
日
比
丘
明
照
随
聴

写
記
　
S
．
？
〓
こ

○
角
筆
の
句
切
点
、
合
符
、
注
示
符
、
朱
点

（
九
六
・
八
・
六
、
藤
田
、
九
六
・
八
・
二
二
、
吉
沢
）

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
一
一
巻
　
乙
亥
年
　
（
八
五
五
か
）
　
十
月
廿
三

日
起
首
於
報
恩
寺
李
教
授
関
梨
講
説
此
疏
随
聴
随
写
十
一
月
十
一

（
日
）
　
　
S
．
竺
O
か

○
角
筆
の
句
切
点
、
合
符
、
声
調
符
、
注
示
符
、
抹
消
符
、
失
点

・
墨
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
六
・
八
・
一
〇
、
藤
田
）

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
四
　
一
巻
　
寅
年
　
（
八
五
八
か
）
　
十
月
廿
日

於
東
山
接
続
及
点
勘
並
了
　
S
．
票
〓
這

○
角
筆
の
句
切
点
、
声
調
符
、
朱
点
　
（
九
六
・
八
・
一
二
、
藤
田
）

⑰
維
摩
語
経
巻
上
・
中
・
下
　
一
巻
　
申
年
　
（
八
六
四
か
）
　
四
月
五

日
比
丘
法
済
共
福
勝
点
勘
了
　
S
．
こ
び
u

O
角
筆
の
句
切
点
、
墨
点
　
（
九
六
・
八
・
二
　
藤
田
）

⑱
瑜
伽
論
第
三
十
一
巻
～
三
十
四
巻
手
記
　
一
巻
　
談
迅
福
慧
随
聴

九
世
紀
写
　
S
．
昌
〓

○
角
筆
の
句
切
点
、
科
段
点
、
注
示
符
、
抹
消
符
、
朱
点
・
墨
点

（
九
六
・
八
・
一
六
、
藤
田
）

⑩
併
説
善
悪
因
果
経
　
一
巻
　
活
信
垂
保
員
、
信
心
写
此
経
者
念
詞
衣

【
依
］
教
奉
行
　
九
三
〇
年
頃
写
　
S
．
N
O
コ

○
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点

（
九
六
・
八
二
一
三
、
藤
田
）

⑳
併
本
行
集
経
変
文
　
（
　
「
俳
名
経
」
　
の
紙
背
）
　
一
巻
　
長
興
伍
年

（
九
三
五
）
　
甲
午
歳
八
月
十
九
日
蓮
台
寺
僧
洪
福
写
記
諸
耳
、
僧

恵
定
池
〔
持
］
　
念
読
詞
、
知
人
不
取
　
S
．
笠
か

○
角
筆
の
句
切
点
、
破
音
字
点
、
朱
点

（
九
六
・
八
二
一
〇
、
藤
田
）

の
中
論
巻
第
二
・
．
三
・
四
　
一
巻
　
己
亥
年
　
（
九
三
九
か
）
　
七
月
十

五
日
写
軍
、
三
界
寺
律
大
徳
沙
門
恵
海
詞
集
［
竺
　
　
　
S
．
ひ
雲
∽



○
角
筆
の
句
切
点
、
注
示
符
、
ミ
セ
ケ
チ
符
、
朱
点
・
塁
点

（
九
六
・
八
・
一
三
、
藤
田
）

⑳
悌
説
父
母
恩
東
経
　
一
巻
　
開
軍
［
遠
］
　
三
年
　
（
九
四
七
）

丁
未
歳
十
二
月
廿
七
日
報
恩
寺
僧
海
詮
発
心
念
詞
　
S
．
－
害
」

○
角
筆
の
句
切
点
、
符
号
　
（
斜
線
）
、
抹
消
符
、
朱
点

（
九
六
・
八
・
二
一
、
藤
田
）

⑳
三
冬
雪
詩
・
散
華
楽
讃
文
、
他
　
一
帖
　
顕
徳
参
年
　
（
九
五
六
）

三
月
六
日
乙
卯
歳
次
八
月
二
日
書
記
之
耳
　
S
．
ひ
〓
N

O
角
筆
の
抹
消
符
、
朱
点
・
墨
点
　
（
九
六
・
九
・
七
、
藤
田
）

⑳
俳
名
経
巻
第
九
　
一
巻
　
弟
子
高
盈
信
心
無
僻
怠
、
至
心
持
詞

十
世
紀
写
　
S
．
∽
㌫
N

O
角
筆
の
句
切
点
、
節
博
士
、
破
音
字
点
、
抹
消
符
、
朱
点

（
九
六
・
八
二
二
、
藤
田
）

⑳
悌
説
阿
禰
陀
経
　
一
巻
　
「
呪
中
諸
口
傍
字
皆
依
本
音
転
舌
言
之
売

口
字
依
字
読
」
　
　
S
．
聖
二
蒜

○
角
筆
の
句
切
点
、
破
音
字
点
　
（
九
六
・
八
・
五
、
藤
田
）

⑳
僧
伽
咤
経
巻
第
一
一
巻
　
「
何
故
不
能
聞
、
読
涌
四
句
偶
」

S
．
－
黒
岩

○
角
筆
の
句
切
点
、
破
音
字
点
、
注
示
符
、
朱
点

（
九
六
・
八
・
一
五
、
藤
田
）

⑳
死
者
随
身
衣
裳
相
木
　
一
巻
　
S
．
雲
ご

○
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点
　
（
九
六
・
九
・
四
、
藤
田
）

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
　
（
七
点
）

⑳
老
子
徳
経
下
、
十
戒
経
　
一
巻
　
（
十
戒
径
識
語
）
景
龍
三
年
（
七

〇
九
）
歳
次
己
酉
五
月
丁
巳
朔
十
八
日
甲
成
沙
州
轍
蛙
県
洪
閏
郷

長
沙
望
沖
虚
観
女
官
活
信
弟
子
唐
真
戒
、
奉
受
、
供
養
　
P
．
N
u
〓

○
角
筆
の
句
切
点
、
符
号
　
（
斜
線
）
、
朱
点
・
墨
点

（
九
六
・
九
・
二
、
藤
田
）

⑳
大
乗
稲
竿
経
随
聴
手
鏡
記
一
巻
　
（
紙
背
）
大
中
十
三
年
（
八
五

九
）
　
八
月
廿
日
歴
径
手
抄
記
　
p
．
N
N
O
伽

○
角
筆
の
句
切
点
、
合
符
、
声
調
符
、
朱
点
・
塁
点

（
九
六
・
八
・
三
〇
、
藤
田
）

⑳
大
乗
稲
竿
径
随
聴
手
鏡
記
一
巻
　
「
浄
土
寺
蔵
径
」
印
、
永
康
寺
、

比
丘
福
漸
受
持
井
兼
通
　
九
世
紀
前
半
写
　
P
．
N
N
雲

○
角
筆
の
句
切
点
、
声
調
符
、
注
示
符
、
顛
倒
符
、
朱
点
・
墨
点

（
九
六
・
八
二
一
九
、
藤
田
）

の
諸
法
克
行
径
巻
上
　
一
巻
　
「
浄
土
寺
蔵
径
」
印
、
子
年
三
月
十
日

於
蕃
仙
厚
点
勘
詫
　
p
．
N
O
S

○
角
筆
の
漢
字
、
句
切
点
、
合
符
、
注
示
符
、
捕
入
行
、
朱
点

（
九
六
・
九
二
一
、
吉
沢
）



⑳
十
地
義
琉
巻
第
三
　
（
紙
背
　
「
大
悌
頂
等
勝
出
字
心
呪
」
他
）
　
一
巻

へ
l
・
）

戻
辰
年
　
（
九
八
〇
）
　
五
月
廿
八
日
捏
家
径
記
之
耳
也
　
願
受
文

（
以
下
欠
損
）
　
　
P
．
N
】
0
－

○
角
筆
の
漢
字
、
句
切
点
、
合
符
、
声
調
符
、
楠
入
符
、
朱
点

（
九
六
・
九
二
一
、
吉
沢
）

⑬
諸
星
母
陀
羅
尼
径
　
一
巻
　
　
（
巻
末
）
　
李
曙
　
P
．
N
N
害

○
角
筆
の
句
切
点
、
符
号
　
（
斜
線
）
、
失
点
・
塁
点

（
九
六
・
九
・
二
、
藤
田
）

⑳
悌
説
拐
伽
径
禅
門
悉
談
章
井
序
　
一
巻
　
P
．
N
N
－
N

O
角
筆
の
句
切
点
、
朱
点
　
（
九
六
・
九
・
二
、
藤
田
）

第
一
回
の
調
査
で
は
、
角
筆
の
書
き
入
れ
ら
れ
た
敦
煙
文
献
は
俳
書
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
、
漢
籍
に
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

又
、
そ
の
時
期
も
、
五
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
わ
た
る
各
世
紀
に
あ
り
、
特

に
第
一
回
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
八
世
紀
の
も
の
も
、
⑧
菩
薩
戎
本
疏
巻

第
六
と
⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
活
の
二
点
が
確
認
さ
れ
て
、
各
世
紀

に
わ
た
り
角
筆
の
書
き
入
れ
が
広
く
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

三
、
角
筆
の
書
き
入
れ
と
朱
書
と
の
関
係

敦
燵
文
献
の
中
に
、
朱
書
や
墨
書
の
加
点
が
存
す
る
こ
と
は
、
夙
に
石

塚
晴
通
氏
が
指
摘
さ
れ
、
雑
誌
　
「
墨
美
」
を
始
め
と
し
て
諸
所
で
説
か
れ

て
い
る
（
。
）
。
角
筆
の
書
き
入
れ
の
あ
る
敦
煙
文
献
に
は
、
①
四
分
尼
戒

本
や
⑳
悌
説
阿
禰
陀
径
の
よ
う
に
、
角
筆
の
書
き
入
れ
だ
け
で
朱
点
や
墨

点
の
全
く
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
同
じ
文
献
の
中
に

失
点
や
墨
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
右
椙
の
一
覧
の
中
で
、
各
文
献
に
つ
い

て
角
筆
の
内
容
を
記
し
た
後
に
、
　
「
朱
点
」
　
「
墨
点
」
　
な
ど
と
注
記
し
た

所
で
知
ら
れ
よ
う
。

そ
の
角
筆
の
書
き
入
れ
と
朱
点
・
塁
点
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

か
を
、
こ
こ
で
は
、
大
中
十
一
年
　
（
八
五
七
）
・
十
三
年
に
、
沙
州
開
元

寺
で
法
成
が
行
っ
た
講
義
を
、
恒
安
や
明
照
が
随
聴
し
加
点
し
た
、
瑜
伽

師
地
論
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
瑜
伽
師
地
論
を
取
上
げ
た
の

は
、
講
師
の
法
成
と
、
随
聴
講
者
の
恒
安
や
明
照
と
、
そ
の
年
次
と
が
識

語
に
よ
っ
て
分
る
上
に
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
随
聴
の
折
に
書
き
入
れ
ら

れ
た
符
号
　
（
点
）
　
が
詳
細
に
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、

三
次
に
わ
た
る
調
査
で
、
巻
第
二
十
八
　
（
S
．
ご
〇
　
と
巻
第
三
十
　
（
S
．
3

0
㌢
　
恒
安
随
聴
）
　
と
巻
第
三
十
　
（
S
．
∽
3
㌢
　
明
照
随
聴
）
　
と
巻
第
五
十
五

・
五
十
六
　
（
S
．
の
£
〇
　
の
四
巻
に
つ
い
て
、
朱
点
と
共
に
角
筆
の
書
き
入

れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
恒
安
も
明
照
も
随
聴
の
加
点
に
当
り
、

朱
点
も
角
筆
の
書
き
入
れ
も
共
通
の
符
号
を
使
用
し
て
い
る
（
ヱ
。

先
ず
、
各
巻
の
巻
末
識
語
を
、
聴
講
者
別
に
掲
げ
る
。

［
恒
安
］

瑜
伽
師
地
論
巻
第
州
　
（
S
．
3
0
3
　
一
巻

・
比
・
丘
・
恒
・
安
・
随
・
聴
・
論
・
本
　
（
　
「
・
」
　
は
朱
書
）

（
朱
書
こ
　
「
大
唐
大
中
十
一
年
歳
次
丁
丑
六
月
二
日
国
大
徳
三
蔵
法
師

沙
門
法
成
於
沙
州
開
元
　
「
寺
」
　
（
右
捕
入
）
　
説
軍
記
」



［
明
照
］

瑜
伽
師
地
論
巻
第
二
十
八
　
（
S
．
ご
〇
　
一
巻

大
中
十
一
年
五
月
三
日
明
照
鹿
〔
聴
〕
　
了
記

瑜
伽
師
地
論
巻
第
肝
　
　
（
S
．
∽
器
〇
　
一
巻

大
中
十
一
年
四
月
廿
一
日
芯
勇
明
照
写

（
朱
書
）
　
「
大
唐
大
中
十
一
年
歳
次
丁
丑
六
月
廿
二
日
国
大
徳
三
蔵
法

師
沙
門
法
成
於
沙
州
開
元
寺
説
畢
」

丑
年
六
月
廿
二
日
説
了

瑜
伽
師
地
論
巻
第
五
十
五
、
五
十
六
　
（
S
．
の
監
〇
　
一
巻

大
中
十
三
年
歳
次
己
卯
四
月
廿
四
日
比
丘
明
照
随
聴

恒
安
が
随
聴
し
加
点
し
た
巻
第
三
十
で
は
、
朱
書
に
よ
る
科
段
点
の
他

に
、
句
切
り
を
示
す
の
に
、
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
句
切
り
の
大

中
小
に
応
じ
て
施
し
、
更
に
本
文
の
字
句
の
校
異
を
行
っ
て
い
る
。
角
筆

も
同
様
に
句
切
り
を
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
そ
れ
ぞ
れ
句
切
り
の

大
中
小
に
応
じ
て
施
し
て
い
る
。
し
か
も
同
じ
箇
所
に
朱
点
と
角
筆
の
点

と
が
施
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、
そ
の
書
き
入
れ
の
先
後
の
関
係
を
詳
し

く
調
べ
る
と
、
先
ず
角
筆
の
凹
み
で
点
三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
施
し

て
お
き
、
後
か
ら
そ
の
上
を
な
ぞ
る
よ
う
に
朱
点
三
つ
、
二
つ
、
一
つ
を

重
ね
書
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
朱
書
が
角
筆
の
凹
み
に
放
っ
て
か
す
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
判
る
。
恒
安
が
、
法
成
の
講
説
を
聴
講
し
な
が
ら
加
点
す

る
に
当
た
り
、
先
ず
角
筆
で
書
き
入
れ
て
お
き
、
後
か
ら
朱
書
で
な
ぞ
っ

た
り
捕
っ
た
り
し
た
と
見
ら
れ
る
。

明
照
が
随
聴
し
加
点
し
た
巻
第
二
十
八
、
三
十
、
五
十
五
・
五
十
六
で

も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
朱
書
は
、
科
段
点
の
他
に
、
句
切
り
を
示
す
点

三
つ
、
二
つ
、
一
つ
と
本
文
の
校
異
を
行
い
、
角
筆
も
科
段
点
と
句
切
り

を
示
す
点
三
つ
、
二
つ
、
一
つ
を
施
し
、
共
に
句
切
り
の
大
中
小
に
応
じ

て
使
い
分
け
る
。
そ
の
先
後
関
係
も
、
角
筆
が
先
で
、
朱
点
は
後
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
角
筆
の
書
き
入
れ
と
朱
点
と
が
同
じ
符
号
を
用
い
る
の
と

は
別
に
、
角
筆
の
書
き
入
れ
だ
け
で
朱
点
に
は
見
ら
れ
な
い
符
号
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
次
の
合
符
と
注
示
符
　
（
注
意
す
べ
き
語
句
を
示
す
た
め
に
、
そ

の
語
句
の
右
傍
や
左
傍
に
施
し
た
縦
線
）
　
で
あ
る
。
　
（
用
例
の
所
在
を
示

す
漢
数
字
は
紙
数
、
算
用
数
字
は
そ
の
行
数
）

〇
台
符
　
（
　
「
－
」
　
が
角
筆
）

善
叡
其
′
相
　
（
巻
第
三
十
、
S
．
ひ
∽
〇
㌢
　
恒
安
随
聴
）

答
、
衆
多
和
′
合
於
所
縁
境
受
用

（
巻
第
二
十
八
、
二
　
1
5
、
明
照
随
聴
）

汝
以
如
－
是
等
柔
軟
言
詞
　
（
巻
第
三
十
、
一
2
6
、
明
照
随
聴
）

非
求
－
利
養
恭
敬
名
聞
処
　
（
巻
第
三
十
、
一
8
、
明
照
随
聴
）

○
注
示
符
　
（
　
「
－
」
　
「
・
」
　
が
角
筆
）

ホ
時
名
起
界
鎖
勝
解
又
即
此
外
造
色
色
相
三
．

（
巻
第
三
十
、
S
．
∽
3
㌢
　
恒
安
随
聴
）

所
以
者
何
不
放
逸
捨
是
元
貪
元
取
元
癌
精
進
分
故

（
巻
第
五
十
五
、
三
　
8
、
明
照
随
聴
）

符
号
の
他
に
、
角
筆
の
漢
字
ら
し
い
書
き
入
れ
が
、
恒
安
と
明
照
の
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
る
が
特
定
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
角
筆
は
、
科
段
点
や
句
切
点
だ
け
で
な
く
会
〓
付
や

注
示
符
の
縦
線
も
書
き
入
れ
て
い
る
が
、
朱
点
は
科
段
点
や
句
切
点
だ
け



で
、
会
〓
付
や
注
示
符
は
施
し
て
い
な
い
。
失
点
が
、
縦
線
に
ま
で
及
ん
で

い
な
い
こ
と
は
、
紙
面
を
汚
す
こ
と
を
揮
っ
た
り
或
い
は
諸
種
の
符
号
を

朱
書
で
施
す
こ
と
を
避
け
た
り
す
る
心
理
が
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
朱
点
だ
け
で
は
分
ら
な
か
っ
た
、
諸
種
の
符
号
が
、
角
筆

に
よ
っ
て
浮
か
び
上
っ
て
来
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
瑜
伽
師
地
詣
だ
け
で
な
く
、
角
筆
の
書
き
入
れ
の
見
出

さ
れ
た
他
の
敦
坦
文
献
に
つ
い
て
も
通
ず
る
。
そ
の
中
に
は
漢
字
が
角
筆

だ
け
で
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。

ま
し
て
、
朱
点
や
墨
点
が
施
さ
れ
ず
、
角
筆
の
書
き
入
れ
だ
け
の
加
点

本
が
、
当
時
の
学
習
の
実
情
を
知
る
資
料
と
し
て
有
用
と
な
る
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
な
い
。

四
、
第
一
次
調
査
報
告
の
補
充
例
と
新
出
符
号

第
三
回
目
の
調
査
で
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
は
、
大
英
図
書
館
と
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
を
併
せ
て
三
十
四
点
で
あ
り
、
角
筆
の
書
き
入
れ
も
二
、

〇
六
〇
箇
所
が
拾
わ
れ
た
の
で
、
第
一
次
調
査
に
基
づ
く
先
の
報
告
（
川
）

の
内
容
を
補
充
す
る
例
の
他
に
、
新
た
な
符
号
も
見
出
さ
れ
た
。
以
下
に

は
そ
れ
に
つ
い
て
記
す
。
こ
こ
で
は
符
号
を
取
上
げ
、
漢
字
に
つ
い
て
は

次
節
で
述
べ
る
。

一
補
充
資
料

l
　
顛
倒
符
号
（
用
例
中
の
　
「
ノ
」
が
角
筆
）

ノ

撃
間
者
従
於
善
友
而
聴
聞
己
所
謹
果
獲
令
他
聞
故

（
⑳
大
乗
稲
竿
径
随
聴
手
鏡
記
、
二
　
2
6
、
p
．
N
N
雲
）

「
果
謹
」
と
あ
る
べ
き
本
文
を
　
「
謹
果
」
と
順
序
を
誤
っ
て
書
い
た
の
で
、

角
筆
の
顛
倒
符
を
　
「
果
」
字
に
施
し
て
訂
し
て
い
る
。
そ
の
上
か
ら
墨
書

の
顛
倒
符
を
重
ね
書
し
て
い
る
。
先
の
報
告
で
は
、
観
音
経
　
（
．
ご
　
〇

に
同
様
の
顛
倒
符
が
一
例
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
他
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

2
　
抹
消
符
号
　
（
用
例
中
の
斜
線
が
角
筆
）

⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
漬
　
（
S
．
昌
∽
N
）
　
は
、
六
十
五
紙
（
一
紙
二

十
六
行
、
〓
汀
二
十
二
乃
至
二
十
四
字
）
　
を
用
い
た
長
巻
で
草
書
体
で
書

か
れ
て
い
て
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
本
文
の
字
句
を
抹
消
し
た
所
が
多
い
。

例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

同

衆
族
之
才
徳
（
五
十
二
1
7
）
　
（
「
内
」
を
角
筆
の
斜
線
二
本
で
抹
消
）

矛
修
羅
（
五
十
三
4
）

（
　
「
王
」
　
を
角
筆
の
斜
線
二
本
で
抹
消
）

「
内
」
　
の
右
傍
の
　
「
同
」
、
「
王
」
　
の
右
傍
の
　
「
天
」
　
は
、
共
に
朱
書
で

あ
り
、
「
大
磨
九
年
　
（
七
七
四
）
　
六
月
州
日
於
沙
州
龍
興
寺
請
必
［
竺

記
之
」
　
の
巻
末
識
語
の
朱
書
と
も
、
科
段
点
・
句
切
点
の
朱
書
と
も
同
筆

と
見
ら
れ
る
。
抹
消
符
に
は
朱
書
が
な
く
角
筆
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
角
筆

に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
傍
書
の
字
は
単
な
る
校
異
を
示
し
た
に
過
ぎ
な
く

な
る
。
こ
の
文
献
に
用
い
た
角
筆
の
抹
消
符
号
は
、
右
例
の
よ
う
な
斜
線

二
本
の
他
に
、
数
本
を
施
し
た
り
、
　
「
×
」
　
に
し
た
り
し
た
も
の
も
あ
る
。



角
筆
の
抹
消
符
は
、
⑳
悌
説
父
母
恩
重
径
　
（
S
．
－
害
ご
　
や
⑳
俳
名
経
巻

第
九
　
（
S
．
∽
監
N
）
　
に
も
見
ら
れ
る
。
共
に
一
本
の
斜
線
を
右
上
か
ら
左
下

に
か
け
て
当
該
字
に
施
し
て
い
る
。

先
の
報
告
で
は
、
観
音
経
　
（
S
．
〓
∽
〇
　
に
抹
消
符
と
し
て
、
角
筆
で
一

本
の
斜
線
を
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
当
該
字
に
施
し
た
二
例
を
指
摘
し

た
が
、
他
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
。

3
　
捕
入
符
号
　
（
用
例
中
の
斜
線
・
横
線
が
角
筆
）

右
椙
の
⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
活
　
（
S
．
昌
ひ
こ
　
は
、
次
例
の
よ
う

に
、
字
と
字
の
問
に
角
筆
で
斜
線
を
施
し
て
捕
入
符
と
し
て
い
る
。

釈
薬
石
　
（
十
四
1
8
）

「
径
」
と
　
「
者
」
と
の
間
に
　
「
文
」
　
（
墨
書
）
　
の
入
る
こ
と
を
角
筆
の
斜

線
を
施
し
て
示
し
て
い
る
。

⑳
十
地
義
疏
巻
第
三
　
（
P
．
N
－
〇
〇
　
で
は
、
次
例
の
よ
う
に
、
字
と
字
の

問
に
角
等
の
横
線
を
施
し
て
、
脱
字
を
右
傍
に
捕
入
し
て
い
る
。

聖

教

隠

一

郎

　

難

可

測

　

（

十

六

g

）

先
の
報
告
で
は
、
十
詞
比
丘
波
羅
提
木
又
戎
本
　
（
S
．
ご
ご
　
に
、
字
と

字
の
問
に
　
「
・
」
を
角
筆
で
施
し
て
捕
入
符
と
し
て
使
用
し
た
例
を
指
摘

し
た
。

4
　
句
切
点
　
（
用
例
中
の
　
「
・
」
が
角
筆
）

角
筆
の
句
切
点
は
、
三
十
四
点
の
角
筆
文
献
の
う
ち
、
⑳
三
冬
雪
詩
・

散
華
楽
讃
文
、
他
　
（
S
．
ひ
〓
N
）
　
を
除
く
三
十
三
点
が
用
い
て
い
て
、
そ
の

施
し
た
量
も
、
他
の
符
号
に
比
べ
て
極
め
て
多
い
。
形
は
　
「
・
」
　
で
あ
っ

て
、
先
の
報
告
で
観
音
経
　
（
S
．
ひ
ひ
；
）
　
が
字
面
下
辺
に
短
線
を
施
し
た
と

指
摘
し
た
の
と
同
じ
例
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
観
音
経
で
は
文
末
を
斜

線
で
示
し
、
文
末
よ
り
小
さ
い
句
切
り
　
（
読
点
）
　
を
縦
線
で
示
し
て
い
て
、

機
能
の
違
い
を
形
の
違
い
で
示
す
と
い
う
、
機
能
分
化
が
見
ら
れ
た
。

第
三
次
調
査
で
見
出
さ
れ
た
三
十
三
点
の
角
筆
の
句
切
点
の
う
ち
、
法

成
の
講
説
を
随
聴
し
た
瑜
伽
師
地
論
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
点

三
つ
、
点
二
つ
、
点
一
つ
を
句
切
り
の
大
中
小
に
応
じ
て
使
い
分
け
て
い

る
が
、
他
の
角
筆
文
献
で
は
点
一
つ
を
用
い
て
い
る
。
そ
の
施
す
位
置
は
、

当
該
字
の
右
下
か
中
下
か
左
下
か
で
あ
る
。
そ
の
位
置
を
、
時
代
別
に
見

る
と
、
時
代
の
減
っ
た
文
献
で
は
、
機
能
分
化
が
見
ら
れ
ず
、
右
下
に
施

す
か
、
中
下
に
施
す
か
、
左
下
に
施
す
か
は
、
任
意
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
十
世
紀
の
文
献
に
は
、
右
下
を
文
末
、
左
下
が
句
末
、

申
下
が
小
さ
い
句
切
り
と
し
て
使
分
け
る
傾
向
の
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

⑳
悌
本
行
集
径
変
文
　
（
S
．
ご
；
）
　
長
田
伍
年

此
内
及
外
更
有
諸
妙
理
．
　
（
十
三
　
3

同
居
有
伴
侶
日
食
．
　
（
二
　
1
2
）
　
（
　
「

夢
忽
然
覚
遍
能
．
汗
流
　
（
三
　
1
0
）
　
（

王
辱
則
・
臣
死
・
　
（
五
　
2
）
　
（
　
「
・

（
九
三
五
）
　
読
詞

）
　
（
　
「
・
」
　
は
角
筆
と
朱
点
）

・
」
　
は
角
筆
）

「
・
」
　
は
角
筆
）

」
　
は
角
筆
）

淘
知
則
・
君
一
人
如
此
　
（
七
1
4
）

（
　
「
・
」
　
は
角
筆
）



0
倍
説
父
母
恩
重
径
　
（
S
L
害
ご

我
即
采
遠
家
其
児
遠
見
．
　
（

掃
児
冨
罵
低
頭
含
嘆
．
　
（
二

常
得
見
悌
開
法
．
遠
得
解
脱

開
懐
出
札
以
乳
・
与
之
　
　
（
一

開
運
三
年

l
　
覗
　
酌

1
2
）
　
（
　
「

（
二
　
2
0
）

2
6
）
　
（
　
「

（
九
四
七
）
　
念
詞

（
　
「
・
」
　
は
角
筆
）

・
」
　
は
角
筆
）

（
　
「
・
」
　
は
角
筆
）

・
」
　
は
角
筆
）

父
母
問
之
・
悲
笑
・
債
惜

（
二
　
1
5
）
　
（
　
「
・
」
　
は
角
筆
）

句
切
点
の
機
能
分
化
が
見
ら
れ
た
、
観
音
経
　
（
S
．
諾
い
〇
　
も
、
十
世
紀
の

書
写
、
読
鏑
で
、
巻
末
識
語
の
　
「
成
申
年
」
　
は
西
紀
九
四
八
年
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

5
　
台
符
　
（
用
例
中
の
　
「
－
」
　
が
角
筆
）

角
筆
の
会
〓
付
が
恒
安
や
明
照
の
随
聴
し
加
点
し
た
瑜
伽
師
地
論
に
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
前
節
に
述
べ
た
。
他
の
角
筆
文
献
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑤
観
無
星
寿
彿
径
一
巻
　
（
S
．
N
S
ご

七
宝
荘
厳
宝
地
宝
池
宝
親
行
－
列
　
　
（
三
　
2
）

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
一
（
S
．
害
〇
〇

三
招
生
十
利
－
功
徳
　
　
（
十
七
　
2
）

⑳
大
乗
稲
竿
径
随
聴
手
鏡
記
　
（
P
．
N
N
〇
〇

不
和
－
為
　
　
（
十
四
　
5
）

⑳
十
地
義
疏
巻
第
三
　
（
P
．
N
－
〇
〇

経
論
何
－
故
不
釈
者
　
　
（
六
5
）

一
切
物
者
此
是
一
柁
句
　
　
（
五
　
1
8
）

本
故
－
二
庭
而
明
也
　
　
　
（
四
　
8
）

先
の
報
告
で
は
、
観
音
経
　
（
S
．
∽
〓
〇
　
の
角
筆
の
合
符
が
位
置
の
遠
い

（
字
間
の
中
央
か
左
寄
り
か
）
　
で
機
能
分
化
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
が
、
右
の
例
で
は
用
例
が
少
な
い
た
め
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
十
地

義
疏
巻
第
三
　
（
P
．
N
－
〇
〇
　
に
機
能
分
化
が
窺
わ
れ
る
か
。

6
　
注
示
符
　
（
用
例
中
の
字
傍
の
縦
長
の
線
が
角
筆
）

角
筆
の
注
示
符
が
恒
安
や
明
照
の
随
聴
し
加
点
し
た
瑜
伽
師
地
論
に
見

ら
れ
る
こ
と
も
、
前
節
に
述
べ
た
。
他
の
角
筆
文
献
に
も
用
い
ら
れ
て
い

る
○

③
勝
窒
義
記
一
巻
　
（
S
．
N
雲
○
）

摂
受
正
法
者
即
乞
法
也
　
　
（
二
　
4
0
）

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
一
（
S
．
雲
〇
〇

若
空
若
土
若
田
若
船
若
水
　
　
（
十
九
　
2
6
）

⑱
瑜
伽
論
第
三
十
一
巻
～
三
十
四
巻
手
記
　
（
S
．
昌
〓
）

皆
説
言
第
二
静
　
　
（
十
　
1
6
）

影
像
現
前
故
　
　
（
十
五
　
2
5
）

⑳
中
論
巻
第
二
・
三
・
四
　
（
S
．
竺
〓
㌫
）

行
業
乃
至
老
死
等
皆
滅
　
　
（
四
十
一
4
）

⑳
僧
伽
咤
経
巻
第
一
（
S
．
賢
二
〓
）

薩
垣
白
悌
言
世
尊
大
苦
大
苦
　
　
（
五
　
1
）



如
転
輪
聖
王
主
四
天
下
　
　
（
九
　
1
1
）

先
の
報
告
で
は
、
観
音
経
　
（
S
．
竺
二
品
）
　
の
他
、
十
詞
比
丘
波
羅
提
木
又
戒

本
　
（
S
．
ご
〇
、
大
般
捏
磐
経
巻
第
三
十
九
　
（
S
．
N
N
ご
）

心
経
　
（
S
．
‡
〇
〇
　
の
角
筆
の
注
示
符
を
掲
げ
た
。

般
若
波
羅
蜜
多

7
　
節
博
士

⑳
悌
名
経
巻
第
九
　
（
S
．
ひ
忘
N
）
　
は
、
十
世
紀
の
書
写
で
、
巻
末
識
語
に

「
弟
子
高
盈
信
心
無
憾
怠
、
至
心
持
諦
」
　
と
あ
り
、
全
巻
に
角
等
の
書
き

入
れ
が
あ
る
。
こ
の
経
巻
の
文
章
は
、
　
「
南
天
荘
厳
山
悌
　
南
天
日
出
普

照
併
」
　
の
よ
う
に
、
　
「
南
天
」
　
の
下
に
諸
俳
名
を
列
挙
す
る
内
容
で
あ
る
。

そ
の
　
「
南
天
」
　
の
　
「
元
」
　
に
、
次
帽
の
　
（
ア
）
　
（
イ
）
　
（
ゥ
）
　
（
エ
）

（
オ
）
　
の
よ
う
な
諸
種
の
異
な
っ
た
符
号
が
角
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
　
（
用

例
中
の
符
号
は
角
等
）
。

ノ

（
ア
）
　
南
天
荘
厳
山
併
　
　
（
一
9
）

ノ南
天
光
明
輪
峯
王
悌
　
　
（
　
1
　
2
7
）

ノ
．
南
天
十
執
径
　
　
（
二
　
1
0
）

ノ
南
天
常
堅
菩
薩
　
　
（
三
　
3
）

（
イ
）
　
南
天
智
日
普
光
明
悌
　
　
（
一
5
　
）

r

（
ウ
）
南
天
法
瞳
然
燈
悌
（
一
1

4
）

／
－
／

・
南
天
法
華
慮
舎
那
清
浄
難
都
併
（
一
2
3
）

′

（
「
・
」
は
角
筆
と
朱
点
と
あ
り
）

（
エ
）
南
天

l
法
意
菩
薩
（
三
6
）

南
頂
栴
壇
勝
月
悌
（
一
1
5
）

南
譲
法
日
雲
橙
王
俳
．
（
二
2
）

（
オ
）
南
元
寂
光
明
探
警
備
（
一
3
）

南
天
相
山
庭
舎
那
佃
（
一
1
8
）

（
「
・
」
は
角
筆
と
朱
点
と
あ
り
）

南
天
大
明
菩
薩
（
二
2
5
）

先
の
報
告
で
は
、
観
音
経
（
S
．
〓
∽
〇
の
偏
の
部
分
に
角
筆
で
節
博
士
の

施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
（
7
）
（
イ
）
（
ゥ
）
は
、
そ
れ
に

相
似
て
い
る
。
わ
が
国
の
節
博
士
で
後
世
云
う
「
ソ
リ
反
」
「
ヲ
ル
下
一

「
ス
グ
」
に
形
が
通
ず
る
。
（
ア
）
は
「
ソ
リ
反
」
に
通
ず
る
形
で
、
当

該
漢
字
の
右
肩
か
ら
起
筆
す
る
も
の
と
、
右
傍
の
中
程
寄
h
ソ
か
ら
起
筆
す

る
も
の
と
が
あ
る
。
（
イ
）
は
「
ヲ
ル
下
」
に
通
ず
る
形
で
、
当
該
漢
字

の
左
傍
か
ら
起
筆
し
て
い
る
。
（
ウ
）
は
「
ス
グ
」
に
通
ず
る
形
で
、
当



該
漢
字
の
左
肩
か
ら
起
筆
す
る
も
の
と
、
左
傍
の
中
程
寄
り
か
ら
起
筆
す

る
も
の
と
が
あ
る
。

こ
の
　
（
ア
）
　
（
イ
）
　
（
ウ
）
　
の
形
態
は
、
単
純
な
も
の
で
あ
り
、
わ
が

国
の
銀
含
時
代
の
節
博
士
に
見
る
よ
う
な
複
雑
な
形
で
は
な
く
、
直
線
的

で
、
桟
能
と
も
古
博
士
に
通
ず
る
と
見
ら
れ
る
。

（
エ
）
　
の
話
形
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
（
オ
）
　
は
節
博
士
と
は
別

で
、
特
に
第
一
例
は
、
字
画
の
中
に
施
さ
れ
て
い
る
。

8
　
声
調
の
符
号
　
（
用
例
中
の
斜
線
が
角
筆
）

観
音
経
　
（
S
．
ひ
〓
〇
　
に
角
筆
で
声
調
符
を
施
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
例

の
あ
る
こ
と
を
、
先
の
報
告
で
指
摘
し
た
。
斜
線
を
当
該
字
の
四
隅
の
う

ち
、
左
下
、
右
上
、
右
下
に
施
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
声
、
去
声
、

入
声
に
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
次
調
査
で
見
出
し
た
敦
蛙
の
角
筆
文
献
の
中
に
も
、
斜
線
を
字
の

四
隅
に
施
し
た
も
の
が
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
一
（
S
．
雲
〇
〇
　
乙
亥
年
　
（
八
五
五
か
）
　
随
聴

白
　
色
本
心
起
不
欲
殺
父
作
賊
想
而
　
（
二
十
二
　
1
）

戸
　
為
王
後
成
羅
漢
′
　
　
（
二
十
二
　
5
）

「
若
」
　
が
　
「
も
し
」
　
の
意
と
し
て
入
声
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
「
漢
」
が

「
を
と
こ
」
　
の
意
と
し
て
去
声
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
す
れ
ば
、
右
上

（
平
）
・
右
下
　
（
上
）
・
左
下
　
（
去
）
・
左
上
　
（
入
）
　
の
声
調
の
当
初
の

形
式
∴
）
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
四
　
（
S
．
竺
〓
こ
）
　
寅
年
　
（
八
五
八
か
）
　
点
勘
了

q
　
及
失
威
儀
琴
　
不
犯
者
　
（
二
十
2
7
）

〓
弗
′
　
不
犯
者
　
（
二
十
二
　
7
）

不
得
為
商
号
　
頭
者
　
（
二
十
三
2
1
）

（
　
「
裏
」
　
は
　
「
裏
」
　
の
誤
写
）

屯
　
次
弁
犯
相
侮
云
　
（
二
十
一
1
7
）

角
筆
で
施
し
た
斜
線
の
、
右
下
が
上
声
、
左
上
が
入
声
を
示
し
た
も
の
と

す
れ
ば
、
声
調
の
当
初
の
形
式
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑳
大
乗
稲
竿
経
随
聴
手
鏡
記
　
（
p
．
N
N
O
S
　
大
中
十
三
年

（
八
五
九
）
　
抄
記

d
　
供
敬
丸
餌
具
　
（
四
　
4
）

言
大
者
㌧
元
埠
故
　
（
十
三
1
2
）

如
日
叫
君
我
之
法
　
（
十
六
1
7
）

亀
成
就
種
子
之
識
業
　
（
十
六
1
7
）

正
智
乳
観
如
来
・
（
十
七
1
3
）

高
男
坐
　
（
十
七
1
7
）

ウ
　
言
大
者
・
窟
粗
放
　
（
十
三
1
2
）

β
此
初
腺
旭
　
刃
丁
六
1
3
）

角
筆
で
施
し
た
斜
線
は
、
右
上
が
平
声
、
右
下
が
上
声
、
左
下
が
去
声
を

示
し
た
と
見
ら
れ
、
声
調
の
当
初
の
形
式
に
合
う
。



⑳
十
地
義
疏
巻
第
三
　
（
P
．
N
－
〇
〇
　
　
庚
辰
年
　
（
九
八
〇
）
　
裡
家
径
記

d
　
衆
ぜ
合
軌
則
不
失
也
　
（
一
3
）

自
娼
具
照
離
ち
明
垢
　
（
一
1
4
）

悔
恨
恥
部
垢
也
　
（
六
2
0
）

年
　
間
目
方
閲
三
章
門
巳
具
釈
竜
　
（
五
　
1
0
）

答
日
牒
上
生
下
牒
上
甚
探
楽
因
縁
苦
欲
教
衆
生
　
（
五
　
1
1
）

修
行
大
拾
也
甘
竺
切
物
者
　
（
五
1
7
）

β
　
三
置
簡
非
道
　
（
十
三
2
4
）

相
対
釈
経
包
前
　
（
十
七
　
6
）

角
筆
で
施
し
た
斜
線
は
、
右
上
が
平
声
、
右
下
が
上
声
、
左
下
が
去
声
に

合
い
、
声
調
の
当
初
の
形
式
を
伝
え
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
声
調
符
を
持
つ
敦
但
文
献
は
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
の
も
の

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
声
調
の
古
い
形
式
を
用
い
て
い
て
、
観
音
経
　
（
S
．
〓

∽
〇
　
の
角
筆
の
声
調
符
と
考
え
ら
れ
る
例
が
、
左
下
か
ら
右
廻
り
に
、
平

・
上
・
去
・
入
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

二
　
新
出
符
号

第
三
次
調
査
で
新
た
に
見
出
し
た
角
筆
の
符
号
に
、
破
音
字
点
が
あ
る
。

破
音
字
点
と
は
、
そ
の
字
の
用
法
が
元
義
・
本
来
の
音
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
そ
の
字
の
中
央
又
は
右
横
に
点
を
施
し
た

も
の
（
∵
と
さ
れ
る
。
被
音
字
点
は
、
朱
点
に
つ
い
て
石
塚
暗
通
氏
が
指

摘
さ
れ
た
が
、
角
筆
で
も
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
っ
た
。

⑥
梵
綱
径
菩
薩
戒
序
　
（
S
．
∽
N
〇
〇
　
　
六
〇
〇
年
頃
写

吾
今
為
汝
授
菩
薩
十
無
益
戒
　
　
　
（
二
　
1
4
）

（
　
「
戒
」
　
の
中
央
に
朱
点
と
角
筆
の
　
「
・
」
　
が
あ
る
）

こ
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
時
代
の
上
で
も
問
題
が
あ
り
、
存
疑
の
例
で

あ
る
。朱

点
と
角
筆
の
点
と
が
重
ね
て
施
さ
れ
た
文
献
に
は
左
の
も
の
が
あ
る
。

⑳
彿
本
行
集
経
変
文
　
（
S
．
ご
3
－
．
長
興
伍
年
　
（
九
三
五
）
　
読
詞

是
時
浄
伝
大
王
為
宮
中
無
太
子
憂
悶
不
楽
　
　
（
二
　
1
7
）
　
（
　
「
為
」
　
の

中
央
に
失
点
、
や
や
左
寄
り
に
角
筆
点
）

吾
従
養
汝
n
ハ
是
憤
憂
愁
　
（
七
1
2
）
　
（
「
汝
」
　
の
中
央
と
　
「
只
」
　
の

右
横
に
そ
れ
ぞ
れ
失
点
と
角
筆
点
と
を
重
ね
る
）

雪
山
含
上
　
（
十
　
6
）
　
（
　
「
合
」
　
の
中
央
に
朱
点
と
角
筆
点
と
を
重
ね

る
）

次
の
文
献
は
、
中
央
の
角
筆
点
の
み
で
あ
る
。

⑧
菩
薩
戎
本
疏
巻
第
六
　
（
S
．
N
g
O
）
　
　
天
宝
十
四
載
　
（
七
五
五
）
　
珪

於
中
有
二
　
　
（
六
　
6
）
　
（
　
「
於
」
　
の
中
央
に
角
筆
点
）

雄
示
族
別
而
　
　
（
六
　
1
0
）
　
（
　
「
示
」
　
の
中
央
に
角
筆
点
）

⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
宣
漬
　
（
S
．
三
二
品
）
　
大
暦
九
年
　
（
七
七
四
）
　
議

如
是
心
等
　
　
（
六
　
6
）
　
（
　
「
如
」
　
の
中
央
に
角
筆
点
）

演
目
第
二
不
住
六
塵
　
（
五
十
一
9
）
　
（
　
「
醇
二
　
の
中
央
に
角
筆
点
）

⑳
併
説
阿
摘
陀
径
　
（
S
．
昌
ご
）

応
雷
発
願
願
生
彼
国
所
以
者
何
　
（
二
　
2
6
）
　
（
　
「
者
」
　
の
中
央
に
角



筆
占
こ

如
是
等
恒
河
沙
数
議
院
　
　
（
三
　
1
6
）
　
（
　
「
請
」
　
の
中
央
に
角
筆
点
）

の
僧
侶
咤
経
巻
第
一
（
S
．
〓
冨
）

此
法
門
者
摂
於
一
切
大
桑
正
接
　
　
（
九
　
2
7
）
　
（
　
「
於
」
　
の
中
央
に
角

筆
占
こ

こ
れ
ら
の
文
献
は
八
世
紀
を
中
心
に
、
十
世
紀
に
も
及
ん
で
い
る
。

五
、
敦
坦
文
献
に
角
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
た
漢
字

敦
坦
文
献
の
中
に
、
角
筆
で
漢
字
を
書
き
入
れ
た
も
の
の
存
す
る
こ
と

は
、
先
の
報
告
で
述
べ
た
。
観
音
経
　
（
S
．
∽
ひ
び
〇
　
に
、
角
筆
の
漢
字
で
苦

注
を
施
し
た
例
と
、
角
筆
の
漢
字
で
義
注
を
施
し
た
例
を
指
摘
し
た
。

苦
注
は
、
本
文
の
　
「
躍
刺
鬼
」
　
の
　
「
刹
」
　
の
右
傍
に
　
「
切
」
　
と
書
き
入
れ

た
も
の
な
ど
で
あ
り
、
義
注
は
、
　
「
得
度
者
」
　
の
右
傍
に
　
「
満
」
、
　
「
為

入
所
推
堕
」
　
の
　
「
推
」
　
の
右
傍
に
　
「
進
」
　
と
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
次
調
査
に
お
い
て
も
、
次
の
三
文
献
か
ら
、
漢
字
を
角
筆
で
書
き

入
れ
た
も
の
が
見
出
さ
れ
た
。

⑨
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
漬
　
（
S
．
含
∽
N
）
　
大
暦
九
年
　
（
七
七
四
）

於
沙
州
龍
興
寺
請
必
［
畢
「
記
之

の
諸
法
克
行
径
巻
上
　
（
P
．
N
O
S
）
　
　
子
年
於
蕃
仙
厚
点
勘
詰

⑳
十
地
義
疏
巻
第
三
　
（
P
．
N
－
〇
〇
　
庚
辰
年
　
（
九
八
〇
）
　
提
家
径
記

こ
こ
で
は
、
角
筆
の
漢
字
を
文
脈
の
中
で
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
た
⑨
金

剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
演
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
経
巻
は

既
述
の
よ
う
に
大
英
図
書
館
蔵
の
敦
蛙
文
献
の
中
で
最
長
の
も
の
と
さ
れ
、

六
十
五
紙
　
（
一
紙
二
十
六
行
、
　
〓
付
二
十
二
乃
至
二
十
四
字
）
　
に
わ
た
っ

て
草
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
朱
書
の
巻
末
識
語
に
よ
っ
て
、
大
暦
九
年

（
七
七
四
）
　
に
沙
州
龍
興
寺
で
講
が
畢
り
記
し
た
こ
と
が
分
る
。
本
文
に

は
、
こ
の
朱
書
に
よ
る
科
段
点
　
（
鈎
と
△
）
、
句
切
点
と
本
文
の
字
句
の

校
合
が
施
さ
れ
て
い
る
。
別
に
、
角
筆
に
よ
る
漢
字
と
句
切
点
、
破
音
字

点
、
抹
消
符
、
捕
入
符
の
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
指
の
通
り
で
あ
る
。

角
筆
の
漢
字
の
見
出
さ
れ
た
の
は
次
の
四
字
で
あ
る
。
　
（
私
に
句
点
を

施
す
）

「
坐
」
（
角
）

○
若
説
汁
叶
衆
生
如
是
心
。
所
有
衆
生
如
是
等
。
此
為
贋
大
。
若
復
説
言
。

「
若
」
　
（
角
、
星
）非

衆
生
相
縛
如
是
等
。
此
為
玄
源
。
　
（
七
　
7
）

○
如
是
心
等
可
謹
三
羅
。
一
邪
行
心
対
治
。
二
離
損
城
辺
。
三
鷹
大
元

「
本
」
　
（
角
）

衆
生
。
相
転
等
亦
貝
三
義
。
一
無
見
正
行
対
治
。
二
離
損
益
辺
。
三

玄
源
所
望
。
義
別
皆
不
相
違
。
　
八
七
　
1
1
）

（菩）

○
問
方
明
顕
現
有
義
。
不
住
廻
向
什
提
是
行
施
中
第
一
義
者
不
然
。
於

「
右
」
　
（
角
）

文
不
説
廻
向
井
提
為
第
一
義
。
文
　
　
解
　
「
剰
」
　
「
浪
」
　
加
故
為
不

可
　
（
九
2
0
）
　
（
　
「
剰
」
　
は
墨
書
、
　
「
浪
」
　
は
朱
書
、
共
に
右
傍
補
入
）

第
一
例
の
角
筆
の
　
「
坐
」
　
は
　
「
土
」
　
の
上
に
　
「
□
」
　
と
　
「
人
」
　
と
を
書
い



た
字
と
見
ら
れ
る
。
吉
沢
・
藤
田
両
氏
は
　
「
坐
」
又
は
　
「
聖
」
又
は
　
「
野
」

と
も
見
え
る
が
恐
ら
く
「
坐
」
　
（
「
坐
」
の
異
体
字
）
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
・
」
）
。

「
若
」
　
は
先
ず
角
筆
で
書
き
、
そ
の
上
を
墨
書
で
重
ね
書
し
て
い
る
。
第

二
例
の
　
「
本
」
、
第
三
例
の
　
「
右
」
　
に
つ
い
て
は
、
字
形
に
問
題
は
な
い
。

こ
の
角
筆
の
四
字
の
う
ち
、
墨
書
で
重
ね
書
し
た
　
「
若
」
　
は
、
本
文
の

誤
脱
を
右
傍
に
捕
入
し
た
と
見
ら
れ
る
。
墨
書
の
重
ね
書
の
な
い
三
字

「
坐
」
　
「
本
」
　
「
右
」
　
も
、
本
文
の
校
異
を
示
し
た
と
考
え
て
み
る
必
要

が
あ
る
が
、
こ
の
聖
教
の
田
共
文
を
伝
え
た
別
本
が
見
ら
れ
な
い
の
で
確
か

め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
経
巻
で
は
、
本
文
の
校
異
は
朱

書
や
墨
書
で
傍
記
し
て
い
る
の
で
、
朱
書
や
墨
書
の
重
ね
書
の
な
い
角
筆

だ
け
の
漢
字
は
、
校
異
で
な
く
、
他
の
働
き
を
示
す
と
見
る
の
が
穏
当
で

あ
ろ
う
。
舌
注
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
義
注
と
す
る

と
、
次
の
よ
う
に
解
せ
ら
れ
な
い
か
。

第
一
例
の
　
「
坐
」
　
は
、
本
文
　
「
所
有
衆
生
」
　
の
　
「
有
」
　
の
右
傍
に
書
か

れ
て
い
る
。
　
「
所
有
」
　
は
こ
の
種
の
経
文
に
用
い
ら
れ
る
常
套
語
で
あ
り

異
文
の
考
え
難
い
字
句
で
あ
る
。
一
般
に
　
「
所
有
」
　
は
　
「
あ
ら
ゆ
る
」
　
の

意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
　
「
そ
こ
に
い
る
衆
生
」
　
と
い
う
臨
場
感
を
詰
め

た
解
釈
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
例
の
　
「
本
」
　
は
、
本
文
　
「
相
転

等
」
　
の
右
傍
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
　
「
本
」
　
は
、
　
「
柑
転
等
」
　
の
字
句

が
、
宣
溝
の
対
象
と
す
る
　
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
」
　
の
本
文
か
ら
の
引

用
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
例
の
　
「
右
」
　
は
、
　
「
文

解
」
　
の
　
「
文
」
　
の
右
傍
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
文
意
は
、
　
「
右
に
述

べ
た
文
の
解
釈
は
、
余
剰
の
無
駄
な
も
の
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
不

可
で
あ
る
」
　
と
解
せ
ら
れ
る
。
角
筆
の
　
「
右
」
　
は
　
「
右
の
文
」
　
の
意
を
表

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
径
宣
活
は
、
草
書
体
で
あ
る
上
に
文
章
が
難

解
で
あ
る
の
で
、
誤
解
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
若
し
右
の
よ
う
に
解
せ

ら
れ
る
な
ら
ば
、
角
筆
の
漢
字
の
三
例
は
義
注
を
書
き
入
れ
た
こ
と
に
な

り
、
観
音
経
　
（
S
．
ひ
㌶
〇
　
の
義
注
の
例
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
敦
蛙
文
献
の
中
か
ら
、
こ
の
種
の
角
筆
の
漢
字
の
書

き
入
れ
を
、
更
に
多
く
見
つ
け
出
し
て
、
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
を

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
。

六
、
敦
焙
文
献
の
加
点
と
大
陸
の
加
点
の
本
邦
へ
の
影
響

以
上
の
よ
う
に
、
致
僅
文
献
に
は
、
朱
点
・
塁
点
と
共
に
角
筆
の
加
点

も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
加
点
本
の
中
に
は
、
巻
末
識
語
に

「
点
」
　
の
用
語
で
そ
の
書
き
入
れ
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

既
に
石
塚
暗
通
氏
の
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
（
1
．
）
。
巻
末
識
語
に
　
「
占
二

の
用
語
が
あ
る
も
の
で
、
角
筆
の
点
の
書
き
入
れ
を
轄
認
し
た
の
は
次
の

文
献
で
あ
る
。

⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
四
　
（
S
．
票
〓
；
）

寅
年
　
（
八
五
八
か
）
　
十
月
廿
日
於
東
山
接
続
及
点
勧
並
了

⑰
経
歴
語
径
巻
上
・
中
・
下
　
（
S
：
二
〓
こ
）

申
年
　
（
八
六
四
か
）
　
四
月
五
日
比
丘
法
済
共
福
勝
点
勘
了

の
諸
法
元
行
径
巻
上
　
（
H
）
．
N
O
〓
）

子
年
三
月
十
日
於
蕃
仙
厚
点
勘
詰

い
ず
れ
も
　
「
点
勘
」
　
と
用
い
て
い
る
。
　
「
点
勘
」
　
と
は
、
石
塚
氏
は
一
点

を
打
つ
や
う
に
し
て
正
確
に
勘
す
る
と
い
ふ
意
か
」
と
さ
れ
る
（
？
。
加



点
の
年
紀
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
イ
ル
ズ
目
録
∴
∵
で
は
、
⑮
の
「
寅
年
」
を

八
五
八
年
と
推
定
し
、
⑰
の
　
「
申
年
」
を
　
「
七
〇
八
年
？
」
か
と
す
る
。

こ
の
他
に
　
「
加
点
」
　
「
点
」
　
の
識
語
を
持
つ
、
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
　
（
S
・

N
ひ
コ
）
は
七
世
紀
の
書
写
、
文
選
巻
第
九
（
S
．
∽
雲
豊
も
七
世
紀
の
書
写

と
目
録
で
は
し
て
い
る
が
、
石
塚
氏
は
、
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八
　
（
S
・
N
S
ご

を
七
世
紀
末
、
文
選
巻
第
九
（
S
．
∽
雲
〇
を
八
世
紀
前
半
期
乃
至
中
期
頃

の
書
写
と
さ
れ
、
⑮
四
分
戎
本
疏
巻
第
四
（
S
．
票
〓
這
）
は
吐
蕃
期
と
さ
れ

る
（
∵
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
点
」
と
い
う
用
語
が
、
敦
坦
文
献
で
は
、

九
世
紀
よ
り
前
、
七
世
紀
末
・
八
世
紀
初
に
は
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
加
点
が
、
現
に
朱
点
・
塁
点
や
角
筆
点
で
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
当
時
、
既
に
　
「
点
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

敦
蛙
の
よ
う
な
辺
隙
の
地
で
は
な
く
、
中
国
大
陸
の
当
時
の
文
化
の
中

心
地
に
お
い
て
も
、
加
点
が
な
さ
れ
、
「
点
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
知
る
に
足
る
具
体
的
な
遺
存
文
献
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
本
邦
の
入

唐
僧
の
伝
え
た
資
料
の
中
に
は
、
そ
の
一
端
を
推
定
し
得
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
敦
坦
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
中
心
地
で
も
「
点
」
と
い

う
語
を
使
い
、
加
点
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

天
台
宗
の
智
謹
大
師
円
珍
が
、
在
唐
中
の
大
中
十
二
年
（
八
五
八
）
　
に
、

台
州
開
元
寺
で
釈
観
無
量
寿
径
記
を
読
ん
で
、
先
輩
僧
の
高
願
、
興
持

（
興
行
）
、
大
師
妙
教
（
教
法
）
と
共
に
点
を
施
し
、
更
に
看
過
し
た
と

い
う
記
文
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
「
法
聴
記
批
記
」
　
∴
∵
に
左
の
よ
う
に
あ

る
。同

　
（
釈
観
無
塁
寿
径
記
）
　
奥
書
日

唐
大
中
十
二
年
三
月
廿
三
日
、
於
台
州
関
元
寺
揚
老
宿
院
抄

過
、
径
生
憎
閑
静
、

廿
五
日
勘
過
、
日
本
比
丘
珍
記
、

「
比
丘
円
珍
、
敬
同
先
輩
高
願
、
永
々
興
持
（
考
、
持
年
譜
作
行
）
、

大
師
妙
教
（
考
、
妙
教
年
譜
作
教
法
）
廿
八
日
、
点
過
記
之
、
四

月
一
日
、
巳
前
更
看
過
、
珍
記
」
　
（
朱
書
）
　
（
傍
線
は
私
に
付
す
。

以
下
同
じ
）

こ
れ
は
、
在
唐
中
に
、
円
珍
が
先
輩
の
中
国
僧
と
加
点
し
た
こ
と
を
示
す

資
料
で
あ
る
。

又
、
そ
の
円
珍
が
、
在
唐
中
に
求
得
し
て
将
来
し
た
大
小
東
経
律
論
疏

な
ど
の
目
録
の
中
に
も
、
「
科
点
」
と
共
に
「
点
」
と
注
記
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
。
そ
の
　
「
福
州
温
州
台
州
求
得
径
律
論
疏
記
外
書
等
目
録
」
　
（
日

本
国
求
得
僧
円
珍
目
録
（
略
）
大
中
八
年
九
月
二
日
珍
記
）
　
（
∵
の
中
か

ら
、
「
科
点
」
並
び
に
「
点
」
の
注
記
の
も
の
、
及
び
そ
の
関
連
の
注
記

を
持
つ
も
の
を
左
に
抄
出
す
る
。

拐
伽
阿
抜
多
羅
宝
経
四
巻
　
H
点

（
経
巻
名
、
四
本
鴫
）

倶
舎
論
駅
頭
疏
妙
四
巻
　
巳
上
宗
本
和
上
括
与

肇
論
　
点

（
経
巻
名
、
五
本
略
）

見
通
性
歌
一
巻
　
巳
上
宗
元
和
上
拾
与

（略）
己
上
、
於
温
州
永
嘉
郡
求
得

こ
れ
ら
の
温
州
永
嘉
郡
で
円
珍
が
求
得
し
た
経
論
等
の
う
ち
、
「
科
点
」

の
施
さ
れ
て
あ
る
「
拐
伽
阿
抜
多
羅
宝
径
四
巻
」
は
宗
本
和
上
か
ら
「
捨



与
」
　
（
施
し
与
え
ら
れ
た
）
　
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
　
「
点
」
　
の
施
さ
れ
て

あ
る
　
「
肇
論
一
巻
」
　
は
、
他
の
六
本
と
共
に
宗
元
和
上
か
ら
拾
与
さ
れ
た

も
の
と
あ
る
。

そ
の
　
「
拐
伽
阿
抜
多
羅
宝
経
四
巻
」
　
に
　
「
科
点
」
　
を
施
し
た
の
は
宗
本

大
徳
で
あ
る
こ
と
が
、
聖
護
院
に
伝
わ
る
同
日
録
で
分
る
。
即
ち
、
　
「
日

本
国
上
都
比
叡
山
延
暦
寺
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
惣
目
録
」
　
（
聖
護
院
文
書
）

（
∵
に
は
、
同
箇
所
の
同
径
に
つ
い
て
、

拐
伽
阿
抜
多
羅
宝
経
四
巻
　
宗
本
大
徳
俵
疏
加
点

と
あ
る
。
宗
本
大
徳
が
、
疏
に
よ
っ
て
自
ら
科
点
を
施
し
た
本
を
、
他
の

五
本
と
一
緒
に
円
珍
に
捨
与
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
聖
護
院
文
書
の

目
録
に
は
、

妙
法
蓮
華
径
一
本
七
巻
　
天
台
H
点
　
沙
門
良
絹
科

と
も
あ
る
。
良
講
は
、
越
州
開
元
寺
の
僧
で
、
智
者
大
師
の
九
世
の
孫
に

当
り
、
円
珍
に
台
教
を
講
授
し
て
い
る
（
2
1
）
。
こ
の
良
請
が
科
点
を
施
し

た
、
妙
法
蓮
華
経
一
本
七
巻
も
、
円
珍
の
将
来
し
た
経
論
等
の
目
録
に
入

っ
　
て
い
る
。

こ
う
見
る
と
、
宗
元
和
上
が
円
珍
に
捨
与
し
た
　
「
肇
論
一
巻
」
　
の
　
「
点
」

も
宗
元
和
上
の
施
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
中
国
の
高
僧
の

加
点
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
円
珍
は
、
在
唐
中
に
、
中
国
僧
の
施
し
た
　
「
点
」
　
の

こ
と
を
知
得
し
て
い
て
、
自
ら
も
加
点
を
行
い
、
　
「
点
過
」
　
の
用
語
を
使

用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
　
「
点
」
　
の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
は
、
そ
の
原
本
が
残
ら
な
い
の
で
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
前
節
ま
で
に
見
て
来
た
よ
う
な
、
敦
坦
文
献
に
施
さ
れ
た
加
点

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

円
珍
は
、
天
安
二
年
　
（
八
五
八
）
　
に
帰
朝
し
て
、
三
十
年
後
の
仁
和
四

年
　
（
八
八
八
）
　
に
　
「
大
日
経
義
釈
批
記
」
　
（
薄
紙
本
）
　
（
誓
を
著
し
、
そ

の
中
に
　
「
点
」
　
と
い
う
用
語
を
種
々
に
使
っ
て
い
る
。

故
探
源
法
師
随
余
聴
過
一
部
了
、
始
於
三
井
寺
迄
冷
然
院

也
、
此
一
人
不
関
而
了
此
事
也
、
廠
時
委
悉
読
過
本
、

元
値
禅
大
師
御
本
、
麦
宗
叡
師
在
住
東
寺
、
値
聴
読
縁
、

暫
借
件
駅
、
十
四
巻
本
也
、
故
法
勢
師
兄
、
以
開
法
志
、
借

授
之
詰
、
叡
得
之
聴
過
7
、
的
叡
入
唐
問
、
権
寄
余
辺
、
依

彼
本
、
文
字
分
明
兼
同
点
、
故
加
看
過
、
若
不
祢
者
、
以

朱
汚
点
、
与
富
源
二
同
法
、
始
読
与
之
、
源
一
人
全
聴
周
遍
、

今
朱
点
是
也
、
叡
師
帰
来
後
、
請
還
点
本
、
若
存
執
論
不

可
返
、
按
今
非
同
宗
之
人
故
、
然
存
平
一
之
意
、
快
返
与
了
、

計
ル
ニ
彼
童
子
見
朱
寒
熱
、
雑
然
偏
用
一
句
、
遠
為
結
縁
耳
、

今
留
斯
本
、
充
傍
扶
者
、
為
知
彼
案
内
、
兼
存
源
同
法
之
労

也
、
坊
内
井
三
井
寺
同
道
全
此
趣
、
充
伝
持
之
資
、
莫
出
山

院
、
努
力
努
力
、
又
捜
生
故
修
大
徳
本
一
部
、
得
安
猛
禅
師

相
許
了
、
便
不
可
返
、
以
彼
寺
有
故
聖
慧
内
供
奉
点
本

責
色
也
、
塘
過
家
兄
倍
大
徳
説
也
、
故
瑳
禅
師
許
置
本
山
肇
、
同

法
並
知
彼
由
縁
、
仁
和
珪
年
拾
月
弐
拾
五
日
珍
記

傍
線
の
よ
う
に
、
「
同
点
」
　
「
朱
汚
点
」
　
「
朱
貞
一
一
点
本
」
　
「
聖
慧
内

供
奉
点
本
」
　
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
趣
旨
は
、
修
行
大
師
、

即
ち
義
真
　
（
第
一
代
天
台
座
主
で
、
円
珍
の
師
）
　
が
も
と
持
っ
て
い
た
卸

本
を
以
て
、
探
源
法
師
に
読
み
を
授
け
た
。
別
に
宗
叡
　
（
東
寺
長
者
、
義



真
に
天
台
を
学
び
、
円
珍
に
両
部
の
密
法
を
受
く
）
が
故
法
勢
師
か
ら
授

け
ら
れ
た
本
を
宗
叡
の
入
唐
の
問
、
預
っ
た
の
で
比
べ
て
み
る
と
、
文
字

が
分
明
で
、
点
が
同
じ
で
あ
る
故
に
看
終
え
た
。
適
合
し
な
い
箇
所
は

「
朱
汚
点
」
を
加
え
て
探
源
等
二
人
に
読
み
を
与
え
、
特
に
探
源
は
全
巻

を
聴
読
し
た
C
　
「
失
点
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
宗
叡
が
唐
よ
り
帰
朝
後
、
預

っ
た
「
点
本
」
の
返
却
を
請
う
た
の
で
、
返
し
与
え
て
、
修
禅
本
を
山
院

に
留
め
た
。
又
別
に
、
故
堅
慧
内
供
が
修
禅
の
説
を
聴
い
て
「
点
」
し
た

本
は
、
本
山
に
置
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
朱
汚
点
」
の
「
汚
点
」

と
は
、
経
典
の
本
文
に
自
ら
新
た
に
施
点
す
る
こ
と
を
指
す
か
。
こ
こ
に

い
う
「
点
」
の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
当
の
点
本
が
伝
わ

ら
な
い
の
で
判
然
と
し
な
い
が
、
大
日
径
義
駅
の
本
文
を
聴
読
す
る
に
当

っ
て
施
し
た
点
で
あ
り
、
修
禅
や
法
勢
や
円
珍
な
ど
が
施
し
た
点
に
差
異

の
あ
っ
た
こ
と
も
窺
わ
れ
る
。

円
珍
の
将
来
径
で
、
円
珍
の
加
点
に
比
定
さ
れ
て
来
た
点
本
が
二
本
、

園
城
寺
に
伝
存
し
て
い
る
。

○
金
光
明
径
文
句
巻
中
、
巻
下
　
二
巻
　
唐
写

（
巻
下
、
奥
書
）
巨
唐
大
中
十
一
年
八
月
十
三
日
於
天
台
山
国
酒

寺
勘
過
日
本
比
丘
円
弥
記

〇
滴
勘
径
疏
巻
上
、
巻
中
、
巻
下
　
三
巻
　
唐
写

（
巻
下
、
奥
書
）
金
忠
大
徳
送
施
円
弥
　
雷
二
品
九
月
十
一

日
迫
記
之
称

金
光
明
径
文
句
に
は
、
白
書
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
（
第
一
群
点
）
が
施
さ

れ
て
い
る
が
、
オ
と
ヲ
の
仮
名
道
の
混
同
が
あ
り
、
円
珍
の
時
代
の
も
の

で
は
な
く
、
時
代
の
下
っ
た
平
安
中
期
の
加
点
で
（
誓
、
本
邦
人
の
加
筆

に
成
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
点
と
は
別
に
、
朱
書
に
よ
る
科
段
（
鈎
や

丸
等
）
と
句
切
点
と
本
文
の
校
異
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
体
裁
は
、
敦

煙
文
献
の
加
点
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
朱
書
の
加
点
の
方
は
、

円
珍
が
大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
に
天
台
山
国
活
寺
で
勘
過
し
た
時
に
施

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

金
忠
大
徳
か
ら
円
珍
に
送
施
さ
れ
た
、
禰
勒
経
疏
三
巻
に
も
、
白
書
の

ヲ
コ
ト
点
と
朱
書
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
（
第
一
群
点
）
と
が
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
中
田
祝
夫
博
士
は
円
珍
自
身
の
加
点
で
は
な
く
、
後
人
の
加

点
と
さ
れ
て
い
る
（
∵
。
こ
の
朱
書
が
橙
色
の
加
点
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

そ
れ
と
は
別
に
、
褐
朱
の
科
段
（
鈎
）
と
句
切
点
と
本
文
の
校
異
が
施
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
体
裁
も
敦
焙
文
献
の
加
点
と
同
じ
で
あ
る
。
恐
ら
く
中

国
大
陸
で
施
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
遺
存
資
料
に
よ
る
と
、
円
珍
が
在
唐
中
に
知
得
し
、
帰
朝
後

も
用
い
た
「
点
」
と
は
、
科
段
点
や
句
切
り
を
主
と
す
る
、
敦
蛙
文
献
の

加
点
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

円
珍
の
用
い
た
「
点
」
　
「
点
汚
」
　
「
朱
点
」
　
「
点
本
」
　
「
某
点
本
」
の

語
は
、
独
り
円
珍
だ
け
の
使
用
に
止
ま
ら
ず
、
天
台
宗
の
比
叡
山
の
憎
の

問
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
、
当
時
の
写
本
が
青
蓮
院
吉

水
蔵
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
「
山
王
院
蔵
書
目
録
」
　
（
吉
水
蔵
三
十
二
箱
一

号
）
　
（
誓
は
、
延
長
三
年
（
九
二
五
）
書
写
の
枯
葉
竺
一
帖
（
も
と
四
帖

の
内
、
二
帖
存
）
　
で
円
珍
の
弟
子
の
空
慧
が
、
僧
の
貞
宗
と
運
猷
と
に
一

帖
ず
つ
を
書
写
さ
せ
自
ら
署
名
し
て
い
る
目
録
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、

「
点
」
の
注
記
を
持
つ
も
の
と
そ
の
参
考
と
な
る
も
の
を
左
に
抄
出
す
る
。

○
金
剛
頂
護
摩
儀
軌
一
巻
　
天
兵
十
年
冬
抄
取
故
元

項
等
超
甘
阿
間
梨
本

（
第
一
帖
）



○
大
昆
慮
遮
那
成
悌
経
六
巻

丹
後
和
尚
為
円
珍
手

書
便
浣
授
之
的
点
汚
也

○
大
般
捏
架
径
第
三
十
八
巻
　
点
　
　
四
幌
　
　
（
第
二
帖
）

○
法
華
論
二
巻

般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
一
巻
　
有
朱
点
　
　
（
第
一
帖
）

○
金
剛
頂
径
三
巻
　
有
点
聴
覚
大
師
璧
口
衆

己
上
雑
経
論
井
新
写
科
点
等

○
法
華
文
句
十
巻
一
幌
　
加
賀
呂
遠
点

蘇
悉
地
経
五
巻
　
並
点
本

奉
為
丹
後
和
上
七
々
日
写
円
敏
禅
師
書

○
金
剛
頂
蓮
花
都
心
念
詞
儀
軌
一
巻
　
大
同
年
本

○
大
昆
虞
遮
那
径
字
輪
品
梵
字
一
巻
　
放
怯
大
徳
書

○
冥
道
無
遮
斎
文
一
巻
　
故
修
大
抜
本

承
和
十
一
年
従
唐
将
来

○
大
毘
慮
遮
那
成
併
径
疏
二
十
巻
二
枚

上
幌
雨
十
巻
　
下
幌
露
十
巻
　
丹
後
叔
文

和
尚
点
本

大
毘
慮
遮
那
成
彿
径
疏
二
十
巻
二
快

（
第
一
帖
）

（
第
一
帖
）

（
第
一
帖
）

（
第
一
帖
）

○
註
最
勝
王
径
二
十
巻
一
幌

○
成
唯
識
論
十
巻
一
幌
　
点
汚

成
唯
識
論
述
記
十
巻
一
幌

索
大
明
一

此
便
法
也

（
第
二
帖
）

（
第
二
帖
）

（
第
二
帖
）

他
人

延
諦
大
仙
施

（
第
二
帖
）

（
第
一
帖
）

上
幌
結
十
巻
　
下
幌
為
十
巻

永
餞
本
又
丁
巷
始
紙
背

末
紙
面
歯
有
珍
紀
文

○
瑜
伽
師
地
論
一
百
巻
　
延
蹄
大
徳
給
与

○
妙
楽
大
師
科
本
法
華
経
八
巻
一
幌

○
最
勝
王
径
十
巻
一
幌
　
丹
後
如
上
点

申
大
師
説

又
一
部
　
黒
軸
余
祖
父
母
即
　
余
依
疏
科
文

○
無
量
義
経
一
巻
　
H
T
依
西
明
疏

ロ
　
（
控
か
）
　
源
柑
師
塘
読
本

朱
紀
為
要
故
今
編
此

（
第
一
帖
）

（
第
二
帖
）

写
寺
唐
本
科
点

（
第
二
帖
）

（
第
二
帖
）

（
第
二
帖
）

金
剛
頂
径
三
巻
は
聴
衆
を
寄
せ
集
め
て
慈
覚
大
師
の
説
を
聞
い
た
も
の
で

点
が
有
る
と
註
し
、
蘇
悉
地
径
五
巻
は
丹
後
和
上
叔
文
の
四
十
九
日
忌
の

為
に
円
敏
が
書
写
し
た
も
の
で
五
巻
と
も
に
点
本
で
あ
る
と
註
し
て
い
る
。

円
敏
は
、
円
珍
の
弟
子
で
、
　
「
天
台
座
主
記
」
　
（
三
千
院
円
融
蔵
本
）
　
に
、

寛
平
三
年
　
（
八
九
一
）
　
十
月
二
十
八
日
、
円
珍
の
遺
言
を
増
命
、
康
済
等

と
共
に
面
授
し
た
一
人
と
し
て
　
「
老
僧
円
敏
」
　
と
載
っ
て
い
る
僧
で
あ
る
。

又
、
大
毘
庭
遮
那
成
併
径
六
巻
に
は
、
そ
の
丹
後
和
尚
が
円
珍
の
為
に
手

書
し
直
ち
に
読
み
を
授
け
た
の
で
　
「
点
汚
也
」
　
と
註
す
る
。
円
珍
が
点
を

施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
丹
後
和
尚
に
も
加
点
本
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
毘

慮
遮
那
成
悌
径
疏
二
十
巻
に
　
「
丹
後
叔
文
和
尚
点
本
」
　
と
註
し
て
い
る
こ

と
か
ら
知
ら
れ
る
。
最
勝
王
径
十
巻
は
、
中
大
師
説
に
よ
っ
て
丹
後
和
上

が
加
点
し
て
い
る
。
又
、
法
華
文
句
十
巻
に
は
　
「
加
賀
昌
遠
点
」
　
が
施
さ

れ
て
い
る
。
加
賀
昌
遠
は
、
　
「
天
台
座
主
記
」
　
（
三
千
院
円
融
蔵
本
）
　
に

よ
る
と
、
嘉
祥
三
年
　
（
八
五
〇
）
　
の
太
政
官
牒
に
、
延
暦
寺
惣
持
院
十
四

禅
師
の
一
人
と
し
て
載
っ
て
い
る
僧
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
　
「
点
」
　
と
い
う
語
が
比
叡
山
の
僧
の
問
で
も
行
わ



れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
　
「
山
王
院
蔵
書
日
録
」
　
の
註
記
の
字
句

に
は
、
円
珍
が
求
指
し
た
唐
の
径
律
論
疏
記
等
日
録
の
そ
れ
に
通
ず
る
も

の
が
あ
る
。

（
山
王
院
蔵
書
目
録
）

写
寺
唐
本
科
点

余
依
疏
科
文

科
了
依
西
明
琉

大
般
捏
架
径
三
十
八
巻
点

延
種
大
徳
捨
与

（
円
珍
求
得
経
論
等
目
録
）

科
点

宗
本
大
徳
依
疏
科
点

天
台
科
点
沙
門
良
講
科

肇
論
一
巻
　
点

宗
元
和
上
捨
与

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
台
宗
の
比
叡
山
の
僧
の
問
で
使
わ
れ
た
　
「
点
」
　
に
関

す
る
用
語
は
、
円
珍
の
よ
う
な
入
唐
僧
が
大
陸
で
知
得
し
た
も
の
に
拠
っ

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
　
「
点
」
　
と
い
う
語
の
最
も
古
い
例
と
し
て
、
延
長
三

年
　
（
九
二
五
）
　
に
石
山
内
供
淳
柘
が
自
ら
加
点
し
た
、
石
山
寺
蔵
蘇
悉
地

掲
羅
供
養
法
巻
上
、
巻
下
の
二
巻
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
（
誓
。
そ
の
巻
末

址
購
五
日
ま
ヽ

－

一

l

一

P

ニ

一

一

ロ

～

h

－

（
巻
上
白
書
）
延
長
三
年
潤
十
二
月
廿
四
日
点
了
／
柘

と
淳
柘
が
自
署
し
て
い
る
。
し
か
し
、
　
「
点
」
　
と
い
う
語
は
、
右
に
述
べ

た
よ
う
に
、
延
長
三
年
よ
り
古
く
仁
和
四
年
　
（
八
八
八
）
　
に
は
円
珍
が
帰

朝
後
に
使
っ
て
い
る
し
、
円
珍
は
在
唐
中
に
　
「
点
過
」
　
と
記
し
て
い
て
、

源
は
中
国
大
陸
に
あ
る
。

但
し
、
円
珍
の
　
「
点
」
　
が
句
切
点
な
ど
の
符
号
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

淳
祐
の
　
「
点
」
　
は
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
た
、
い
わ
ゆ
る
　
「
訓
点
」
　
で

あ
る
。
延
長
三
年
に
　
「
山
王
院
蔵
書
目
録
」
　
を
書
写
さ
せ
自
署
し
た
空
慧

に
も
、
白
書
の
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
を
加
点
し
た
訓
点
本
が
、
京
都
大
学
附

属
図
書
館
蔵
蘇
悉
地
掲
羅
径
延
喜
九
年
　
（
九
〇
九
）
　
点
と
し
て
伝
存
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
「
山
王
院
蔵
書
目
録
」
　
の
註
記
に
あ
る
　
「
点
」

は
、
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
を
用
い
た
　
「
訓
点
」
　
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

円
珍
求
得
経
論
等
目
録
の
用
語
と
相
通
ず
る
点
か
ら
考
え
る
と
、
敦
性
文

献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
句
切
点
な
ど
の
符
号
の
段
階
に
止
ま
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
句
切
点
な
ど
の
符
号
を
含
ん

だ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

天
台
宗
の
訓
点
本
の
中
に
は
、
平
安
初
期
の
南
都
僧
の
間
で
は
未
だ
使

用
さ
れ
ず
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
に
な
っ
て
、
こ
の
宗
派
で
使
用
例
の

認
め
ら
れ
る
諸
種
の
符
号
が
あ
る
。

①
声
調
を
示
す
符
号
、
②
合
符
を
位
置
の
違
い
で
青
倉
か
訓
合
か
と
い

う
機
能
差
を
示
す
こ
と
、
③
節
博
士
、
等
で
あ
る
。
①
声
調
を
示
す
符
号

は
、
加
点
者
の
素
姓
の
明
ら
か
な
も
の
で
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
「
周
易
抄
」

を
最
古
例
と
し
て
、
天
台
宗
比
叡
山
の
慈
覚
大
師
点
を
使
っ
た
古
点
本
に

共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
（
∵
。
又
、
敦
坦
角
筆
文
献
の
声
調
符
と
同
じ
よ

う
に
字
の
四
隅
に
斜
線
を
施
す
こ
と
も
、
天
台
宗
比
叡
山
関
係
の
僧
の
加

点
と
見
ら
れ
る
、
守
屋
本
妙
法
蓮
華
経
平
安
中
期
角
筆
点
や
石
山
寺
蔵
大

聖
歓
喜
天
法
平
安
中
期
角
筆
点
に
お
け
る
角
筆
の
声
調
符
に
見
ら
れ
る

（
誓
。
②
合
符
を
字
と
字
の
中
央
に
施
し
て
音
合
符
と
し
、
字
と
字
の
左

寄
り
に
施
し
て
訓
合
符
と
し
て
使
い
分
け
る
こ
と
も
、
十
世
紀
の
慈
覚
大

師
点
の
古
点
本
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
〈
誓
。
③
本
邦
の
節
博
士
は

天
台
宗
比
叡
山
の
僧
の
間
で
始
ま
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
最
も
古
い
例
が
釆



迎
院
如
来
蔵
の
焼
盛
光
讃
康
保
四
年
　
（
九
六
七
）
加
点
本
に
見
ら
れ
る

∴
∵
。こ

れ
ら
の
諸
符
号
は
、
い
ず
れ
も
敦
坦
角
等
文
献
に
既
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
天
台
宗
の
円
珍
や
円
仁
の
よ
う
な
入
唐
僧
が
、
「
点
」

と
し
て
中
国
で
知
得
し
、
帰
朝
後
に
本
邦
の
訓
点
の
中
に
、
新
し
い
符
号

と
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
円
仁
が
角
筆
の
加
点
を
行
っ
た
こ
と
は
、
梶
井
経
蔵
、
即
ち

天
台
宗
比
叡
山
系
の
大
原
三
千
院
に
円
仁
が
　
「
角
点
」
を
施
し
た
法
華
経

が
あ
っ
た
と
い
う
記
事
等
か
ら
推
定
さ
れ
、
円
仁
の
弟
子
の
露
地
和
尚
長

意
も
角
筆
を
使
っ
て
字
句
の
校
合
を
し
、
円
仁
か
ら
四
代
後
の
弟
子
の
明

靖
も
師
の
戒
壇
阿
閣
梨
智
渕
や
理
智
房
内
供
志
全
か
ら
角
点
を
受
け
、
明

靖
の
孫
弟
子
の
池
上
阿
閣
梨
皇
慶
の
弟
子
の
間
で
も
角
筆
が
使
わ
れ
て
い

る
∴
∵
か
ら
、
角
筆
の
加
点
に
つ
い
て
の
知
見
が
天
台
宗
比
叡
山
の
僧
の

間
に
、
九
世
紀
後
半
期
以
降
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
同
じ
く
入
唐
し
た
空

海
が
将
来
し
た
「
三
十
帖
策
子
」
に
現
に
角
筆
の
加
点
が
存
す
る
∴
∵
こ

と
を
参
考
に
す
れ
ば
、
九
世
紀
に
入
居
し
た
僧
た
ち
は
、
角
筆
の
点
も
知

得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
敦
煙
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
加

点
の
、
朱
点
・
墨
点
だ
け
で
な
く
、
角
筆
の
加
点
に
使
わ
れ
た
諸
種
の
符

号
も
知
得
し
て
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

注（
1
）
拙
稿
「
敦
蛙
の
角
筆
文
献
－
大
英
図
書
館
蔵
「
観
音
経
」
　
（
S
・
ひ
び

雲
）
　
の
加
点
－
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
九
十
六
蝉
、
平
成
七

年
九
月
）
。

（
2
）
吉
沢
康
和
氏
は
広
島
大
学
名
誉
教
授
、
調
査
当
時
は
産
業
技
術
短

期
大
学
教
授
、
専
門
は
核
物
理
・
核
化
学
。
第
一
回
の
調
査
は
同

氏
と
小
林
と
で
行
っ
た
。
藤
田
恵
子
氏
は
産
業
技
術
短
期
大
学
助

教
授
、
専
門
は
物
理
学
・
科
学
史
。
第
二
回
の
再
調
査
は
吉
沢
氏

と
藤
田
氏
が
行
っ
た
。

（
3
）
第
二
回
の
再
調
査
で
確
認
さ
れ
た
二
点
の
角
筆
の
符
号
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。

○
太
公
家
教
　
一
巻
　
乾
符
六
年
　
（
八
七
九
）
学
生
呂
康
三
読
詞

S
．
－
」
∽

角
筆
の
句
切
点
、
注
示
符

○
維
摩
径
義
記
巻
第
四
一
巻
　
大
統
五
年
　
（
五
三
九
）
恵
龍
写
、

保
定
二
年
　
（
五
六
二
）
　
憎
雅
講
　
S
．
N
ご
N

角
筆
の
句
切
点
、
注
示
符

（

4

）

　

Y

a

s

u

k

a

z

u

 

Y

O

S

h

i

z

a

w

a

 

a

n

d

　

六

e

i

k

O

 

F

u

j

i

t

a

〓
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
O
n
 
O
f
 
S
t
y
－
u
s
 
W
r
i
t
i
n
g
 
i
n

M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
s
」
　
（
産
業
技
術
短
期
大
学
誌

D
u
n
h
u
a
n
g

く
O
L
ご
、
平
成
九
年

【
附
記
】
今
ま
で
調
査
し
た
敦
煙
角
筆
文
献
の
中
に
は
、
そ
の
機
能
が
末

だ
解
明
で
き
な
い
符
号
が
種
々
あ
る
。
今
後
の
原
本
調
査
と
発
掘
調
査

と
が
望
ま
れ
る
。

三
月
）
。

（
5
）
　
L
H
O
書
L
 
G
H
L
票
　
「
D
e
s
c
r
i
p
t
i
＜
e
 
C
a
t
a
－
O
g
u
e
 
O
f
 
t
h
e

C
h
i
n
e
s
e
 
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
s
 
f
r
O
ヨ
　
↓
u
n
h
u
a
n
m
 
i
n
 
t
h
e
 
B
r
i
t
i
s
h

M
u
s
e
u
m
L
 
L
O
N
D
P
＝
一
二
二
二
．



（6）（7）（8）（9）

（
川
）

へ
〓
）

（
H
）

へ
〓
）

（
〓
）

へ

H

）

（
川
）

姐
仙
洞

へ
川
）

へ
‖
）

聞
昭
的

W
矧
内

叫
覗
酌

C
a
t
a
l
〇
g
u
e
 
d
e
s
 
M
a
n
u
s
c
r
i
t
s
 
c
h
i
コ
〇
i
s
 
d
e
 
T
O
u
e
コ
h
O
u
a
コ
g

F
〇
コ
d
s
 
p
e
〓
i
O
t
 
C
h
i
n
〇
i
s
 
D
E
 
L
A
 
B
〓
〓
l
O
T
－
一
m
Q
U
田
　
N
A
↓
一
〇
N
A
L
E

注
　
（
4
）
　
文
献
。

石
塚
時
運
　
「
楼
蘭
・
敦
哩
の
加
点
本
」
　
（
　
「
塁
美
」
　
第
二
〇
一
号
、

昭
和
四
十
五
年
六
月
）
。
同
　
「
致
煙
の
加
点
本
」
　
（
講
座
・
敦
坦

第
五
巻
　
『
敦
坦
漢
文
文
献
』
　
平
成
四
年
三
月
）
。

朱
点
が
共
通
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
塚
精
通
氏
が
注
　
（
8
）

文
献
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
角
筆
の
書
き
入
れ
も
共
通
し
て
い
る
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。

注
　
（
4
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
。
石
塚
氏
は
、
S
二
五
七
七
妙
法
蓮
華
経
巻
第
八

の
巻
末
識
語
の
　
「
加
点
」
　
「
点
」
　
と
、
S
三
六
六
三
文
選
第
九
の

巻
末
識
語
の
　
「
景
点
」
、
そ
し
て
こ
の
S
六
八
八
九
四
分
戎
本
疏

巻
第
四
の
巻
末
識
語
の
　
「
点
勘
了
」
　
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

注
　
（
8
）
　
文
献
の
　
「
塁
美
」
　
所
収
分
。

注
　
（
5
）
　
文
献
。

注
　
（
8
）
　
文
献
の
　
「
墨
美
」
　
所
収
分
。

大
日
本
史
料
第
一
編
之
一
、
　
「
批
記
集
」
、
七
五
二
貢
。

注
　
（
1
8
）
　
文
献
、
六
九
五
貢
。

注
　
（
1
8
）
　
文
献
、
六
九
五
貢
。
聖
護
院
文
書
は
、
京
都
聖
護
院
案

置
智
謹
大
師
木
像
所
納
。

注
　
（
1
8
）
　
文
献
、
　
「
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
和
尚
伝
」
　
他
。

注
　
（
1
8
）
　
文
献
、
八
三
〇
頁
。

（
2
3
）
　
中
田
祝
夫
　
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
篇
』
　
六
七
二
貢
以

下
。

（
2
4
）
　
注
　
（
2
3
）
　
文
献
、
六
八
九
貢
。

（
2
5
）
　
吉
水
蔵
の
原
本
の
外
題
は
　
「
山
王
院
蔵
」
。
本
文
は
　
「
大
正
新
帽

大
蔵
経
目
録
一
」
　
に
翻
字
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
注
　
（
2
3
）
　
文
献
。
一
〇
七
貢
。
但
し
、
　
「
延
長
三
年
」
　
を
　
「
延
喜

三
年
」
　
に
誤
っ
て
い
る
。

（
2
7
）
　
東
山
御
文
庫
蔵
　
「
周
易
抄
」
　
は
、
宇
多
天
皇
が
寛
平
九
年
　
（
八
九

七
）
　
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
ヲ
コ
ト
点
に
慈
覚
大
師
点
　
（
乙
点
図
）

を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
慈
覚
大
師
点
は
天
台
宗
比
叡
山
の
関
係
者

の
間
で
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
加
点
本
に
声
点
が
共
通
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
　
「
乙
点
図
所
用
の
訓
点
資

料
に
つ
い
て
」
　
（
　
『
中
田
祝
夫
博
士
功
績
記
念
国
語
学
論
集
』
　
昭

和
五
十
四
年
二
月
）
　
に
お
い
て
述
べ
た
。

な
お
、
加
点
者
の
素
姓
の
明
ら
か
で
な
い
も
の
で
は
、
測
っ
て

寛
平
元
年
　
（
八
八
九
）
　
伝
受
の
識
語
を
持
つ
石
山
寺
蔵
金
剛
頂
蓮

華
都
心
念
詞
俵
軌
　
（
校
倉
聖
教
十
七
由
七
号
）
　
が
あ
る
。
真
言

（
陀
羅
尼
）
　
の
部
分
に
朱
書
の
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
築
畠
裕

博
士
は
、
密
教
の
儀
軌
で
あ
る
こ
と
、
巻
首
に
　
「
妙
法
蓮
華
径
」

な
ど
の
落
書
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
天
台
宗
系
と
推
測
さ
れ
て
い

る
　
（
注
　
（
2
8
）
　
文
献
）
。
又
、
醍
醐
寺
蔵
法
華
経
陀
羅
尼
集
　
（
延

徳
三
年
・
一
四
九
一
書
写
）
　
に
は
、
円
仁
が
法
華
経
の
陀
羅
尼
に

角
点
を
施
し
た
と
い
う
記
文
と
、
そ
の
圏
点
の
声
点
を
伝
え
て
い

る
　
（
注
　
（
2
8
）
　
拙
著
、
二
二
貢
）
。
こ
れ
に
よ
り
築
島
裕
博
士
は
、

円
仁
が
声
点
を
使
っ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
　
（
　
「
古
点
本



の
片
仮
名
の
濁
音
表
記
に
つ
い
て
」
　
国
語
研
究
三
十
三
号
）
。

（
2
8
）
　
拙
著
　
『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究
・
研
究
篇
』
　
六
八
八
貢
。
石

山
寺
蔵
大
聖
歓
喜
天
法
の
ヲ
コ
ト
点
は
香
隆
寺
点
で
あ
り
、
香
隆

寺
点
の
使
用
者
は
天
台
宗
山
門
派
の
系
列
の
可
能
性
が
大
き
い
と

さ
れ
る
　
（
築
島
裕
　
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
六
四
八

貢
）
。

（
2
9
）
　
注
　
（
2
7
）
　
引
用
の
拙
稿
、
及
び
拙
稿
　
「
訓
点
に
お
け
る
合
符
の
変

遷
」
　
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
十
二
韓
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
。

（
3
0
）
　
注
　
（
1
）
　
文
献
。

（
3
1
）
　
注
　
（
2
8
）
　
拙
著
の
第
一
章
第
四
節
。

（
3
2
）
　
注
　
（
2
8
）
　
拙
著
一
一
九
貢
以
下
。

〔
こ
ぼ
や
し

よ
し
の
り
、
徳
島
文
理
大
学
教
授
〕

（
平
成
九
年
七
月
三
十
日
受
理
）




